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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　遭そう遇ぐう戦










──プロポスビル星系　Σシグマ５４９宙ちゆう域いき






　それは典てん型けい的な、出会いがしらの戦闘であると言えた。

　偶ぐう然ぜんにもごくごく近い空間座標にワープアウトした敵味方双そう方ほうの艦かん隊たいが、ほとんど同時にお互いのレーダーサイトに敵てき影えいを認めたのだ。そのあまりの唐とう突とつさに、なにやら神の作さく為いめいたものさえ感じられる状じよう況きようであった。

　おそらく、双方のワープフィールドがお互いに干かん渉しようし合い、その引き寄せ効果でさらにワープアウト座標を近づけたとも思われるが、それにしても彼ひ我がの距離はあまりにも近かった。すでに各艦の、主砲の射程距離を割っていたのである。

「敵です！」

　と、惑わく星せい連合艦隊の兵士が叫べば、

「敵だ！」

　と、ほとんど同時にラアルゴン帝国艦隊の指揮官たちもわめいていた。誰だれが最初に敵を発見し、誰が最初に攻撃の決断を下したかは、この際あまり大きな問題ではなかった。おそらくそれらの無数の叫びは、記録にも歴史にも残らなかった。

　永遠に──。

「撃うて！」

　と、何十人かの艦長が、同時に叫んだ。

「応戦しろ！」

　と、さらに数百人の艦長が叫んだはずだ。

　一分後には、今まで誰も見たことのない、未み曾ぞ有うの大乱戦となった。

　さらに五分後には、双方併あわせて半数以上の艦が、原子の塵ちりとなって消滅した。残る多くの艦も損そん傷しようを被こうむり、無む傷きずの艦は、全体の20パーセントにも満たなかった。それに見合う幾多の人命も、むろん、艦とともに消費されたのである。

　ただ、この局面で無傷の艦の比率だけが、惑星連合とラアルゴンとで、微び妙みように違った。惑星連合艦隊が、戦艦数すう隻せきを含む六十余隻を未だ残していたのに比べ、ラアルゴン艦隊の損傷と消しよう耗もうとは、より激しかったのだ。僅わずかに二隻の巡じゆん洋よう艦かんと八隻の駆く逐ちく艦かんとが、彼らにのこされた戦力のすべてであった。

「ようし──」

　と、旗き艦かん『アンビータブル』のブリッジで、惑星連合艦隊プロポスビル方面艦隊司令官のスティーブ・デビッド・ライサンダー中将は叫んでいた。

「銀河の神はこの最後の局面で、我々に味方したぞ。経けい過かはともかく、対ラアルゴン戦ではひさしぶりの戦術的勝利だ。蹴け散ちらせ！」

「しかし提てい督とく」

　と、首席参さん謀ぼうのバークレー少将が副官席から彼を見上げた。

「我が艦隊の兵力は、既すでに当初の半数を割っております。犠ぎ牲せいが大きすぎます」

「それがどうした？」

　と、傲ごう岸がん不ふ遜そんとも取れる態度でライサンダー提督は言った。代々、提督を輩はい出しゆつしている家系にありがちの、コチコチの軍人である。融ゆう通ずうなど微み塵じんも、持ち合わせてはいない。冗じよう談だんのような命令を、冗談とは思わずに下すタイプであった。おそらくこういう上官がいちばん、部下にとってはたまらない。

「ただ突とつ撃げきあるのみだ」

「敵艦隊は既に崩ほう壊かいしております。あの程度の数ではすでに艦隊としても、機能してはおりません。これ以上の戦いは無意味です。逃がしてやりましょう」

「甘い！」

　と、提督は言げん下かに言ってのけた。

「それを徹てつ底てい的に打ちのめし、この勝利を万全のものとしてこそ、次なる戦いでも、戦局を我々の優位に進めることが可能になるのだ。一艦残らず、討うち果たせ！」

「しかしそうなると敵も必死です。こちらの犠ぎ牲せいも馬ば鹿かにはなりません。すでに戦果はじゅうぶんに上げました。逃がしてやるべきです」

「正義の戦いに幾多の犠牲はつきものだ。要は最後の瞬しゆん間かんに、我々の艦が一隻せきでも残っていればよい。全艦突撃。砲ほう雷らい撃げき戦せん用意！　空母部隊は艦かん載さい機きを発進させろ！」

「わかりました」

　と、すっかり投げた表情でバークレー参さん謀ぼう長ちようは言った。

「そこまでおっしゃるならもう止めはいたしません。お好きにやってください。ただ、万が一軍法会議にでもなった場合には、自分が閣かつ下かの御意見に、最後まで異いを唱となえていたことを、証しよう言げんしてくださりさえすれば結構です。自分は一応、この掃そう討とう戦せんには反対した。それをお忘れなきよう──」

「この期ごに及んで軍法会議などない！」

　と、ライサンダーは言い放った。

「なぜなら我々は、完かん膚ぷなきまでに敵を叩たたきのめし、一隻残さず討ち取るからだ。まあ見ていろ」

　その直後、『アンビータブル』の主砲が虹にじ色いろの閃せん光こうを放ち、生き残った敵駆く逐ちく艦かんの一隻を完全に破は壊かいし去った。それを目まの当たりにしては、将兵たちの誰もが、勝利を確信したに違いない。それが幾多の犠牲と偶ぐう然ぜんとの上に成り立つきわどい勝利だとしても、少なくともこの時点では、誰もが惑わく星せい連合側の勝利を信じてやまなかった。




「地球人どもは、我々を逃がすつもりは毛もう頭とうないらしい」

　巡じゆん洋よう艦かん『ドーラグーン』の艦長、ルキタイ・ロクは、舳へさきを並べて突進して来る惑星連合艦隊を見ながらつぶやき、望むところと不敵な笑みを浮かべた。生き残った艦長たちの中では、彼は最上級者であった。

「ならばこちらも、最後の一艦一兵まで戦うのみ。銀河にラアルゴンありと、地球人どもに思い知らせてやる。命など惜おしゅうない。むしろこの華はな々ばなしい死に場所を与えてくれたアードラの闘とう神しんに、俺おれは感謝する！」

「ロク艦長！」

　部下が叫んだ。

「なんだ」

「駆く逐ちく艦かんが一隻、隊列を乱して敵艦隊の側面に突入します！」

「どこの馬鹿だ？」

　ロクは眉まゆをしかめた。

「同じ死ぬにしてもまだ可能性というものがあろう。それほど犬死にしたいのか。船せん籍せきコードを調べろ。ついでに艦長の名もな。万一生き残れたら、懲ちよう罰ばつにかけて戦せん奴どに落としてやる」

「はい」

　オペレーターが駆逐艦のコードを調べた。

「駆逐艦『レイバーン』。第66特とく派は分ぶん遣けん艦隊所属……。艦長は──ドム。ル・バラバ・ドム……」

「第66特派分遣艦隊……？　ああ、ロナワー提てい督とくからの預かり艦隊の生き残りか。おまけに平民の艦ふねではないか。目め障ざわりな」

　と、ロクは軽けい蔑べつの色を隠かくそうともせずに言った。

「しかし、今となっては貴重な戦力です」

「確かにそうだ。ドム艦長に、引き返すように言え」

　と、言いかけたロク艦長だが、

「ん、ドム？　どこかで聞いたことがあるぞ」

　と、首を傾かしげた。

「ル・バラバ・ドム……。はて、どこで聞いたかな？」

　同じ死ぬにしても、その疑問を解き、すっきりしてから死にたかった。たとえば、どうしても思い出せなかった本の題名が、飛び降り自殺の直前にスッと出てきたりすると、訳わけもなく嬉うれしくて、思い残すことなく死ねるであろう。こういう場合になぜかしらよく働く、不ふ思し議ぎな心理である。

「自分は知っております。噂うわさに聞く、ア・キュラ・ドムの息子むすこではないでしょうか……」

　と、部下の一人が言った。

「おう、それだ！」

　と、ルキタイ・ロクは髭ひげ面づらに満面の笑みを浮かべた。

「臆おく病びよう者もののア・キュラ・ドム。敵てき前ぜん逃とう亡ぼうの罪で、死後に家族は貴族から平民に落とされたという、あのドム家の息子か。こんなところで駆逐艦の艦長をしておったとはな……」

「どうします？　このまま捨ててもおけません」

「通信を繫つなげ。臆病者の息子に俺が説教してやる！」

「はい」

　通信スクリーンに、真しん紅くの髪をした若者が出た。まだ多分に、少年の面おも影かげを残している。

「ル・バラバ・ドム艦長だな」

「そうだ」

　と、若者はクリムゾンの瞳ひとみを輝かせ、胸を張って言った。毅き然ぜんとした態度である。

『ふん、目付きはいいな……』

　と、ロクは思った。

「巡じゆん洋よう艦かん『ドーラグーン』の、ルキタイ・ロク艦長殿とお見受けする」

　ときおり乱れる通信スクリーンの中、ル・バラバ・ドムは言った。

「いかにもそうだ」

　と、ロクは笑う。

「ならば話は早いぞ、ドム艦長。隊列を乱すな。本隊に戻もどれ」

「この俺に、貴官の指揮下に入れと……」

「そういうことだ」

「折せつ角かくだが、断る」

　と、尊大とも映る態度でル・バラバ・ドムは言った。

「俺はユッター・ド・ロナワー提てい督とくの直属。この艦隊では言わば客員だ。それに、分ぶん遣けん艦隊の指揮官ギュオウ提督は既に戦死している。貴官の命令に従う義務はない」

『小こ生なま意い気きな若造めが……』

　ロクは心中そう思ったが、顔は悠ゆう然ぜんと笑っていた。

「それほどまでに犬死にしたいのか？」

「誰が犬死になどするか」

「ならば本隊に合流して戦え。まだしも手て柄がらを立てる機会はある」

「俺は俺の判はん断だんで、正しいと思った通りに行動しているだけだ」

　上官にも臆おくすることなく、超ちよう然ぜんたる態度でドムは言った。

「犬死になどするつもりは毛もう頭とうない。まして正面から突入するなどという愚ぐは犯おかさぬ。少しでも勝算があると思うから、こうして敵の弱い側面を突こうとしているまでのこと……」

「ふん」

　と、ロクは鼻で嗤わらった。

「うまいことを言って、貴様、逃げるつもりではなかろうな」

「なに」

　ドムの端正な貌かおが一いつ瞬しゆん歪ゆがみ、凜り々りしい眉まゆがピクンと跳はね上がった。

「敵てき前ぜん逃とう亡ぼうするつもりではないのかと、言っておるのだ」

　追い討うちをかけるように、ロクは言った。

「なにしろ貴様は、あの臆おく病びよう者もののア・キュラ・ドムの息子だからな」

「黙れ！」

　ドムは一いつ喝かつした。真しん紅くの髪の毛が獅し子しの鬣たてがみのように逆さか立だち、怒りを顕あらわにしている。上官を前にしても、それを隠かくそうともしない。よほど肚はらに据すえかねたに違いない。

「よくも言ってくれたな。もし生きて還かえれたら、貴様を必ずこの手で八つ裂ざきにしてくれるぞ」

「平民ずれが、何を言う」

　と、ロクは嘲あざ笑わらった。

「臆病者の息子呼ばわりがそれほどこたえたか。当たっておるからな。貴様こそ、生きて還かえれば軍法会議が待っているぞ。上官侮ぶ辱じよく罪は敵前逃亡と同じく死刑ということは知っておろうな。ま、もっとも生きて還れるはずもないが……。今回だけは大目に見てやろう。臆病者ア・キュラ・ドムの息子よ」

「俺は是ぜが非ひでも生きてラアルゴン本星に還るつもりだ」

　クリムゾンの瞳ひとみを怒りに燃やしつつ、ル・バラバ・ドムは言った。

「そして還ったらルキタイ・ロクよ、貴様に正規の手続きを踏ふんだ上で、決闘を申し込む。俺の後見人としては、ユッター・ド・ロナワー提てい督とくに立ち会ってもらうから、貴様もそのつもりでいろよ」

「ふん。虎とらの威いを借かる狐きつねめが」

　ロクは嘲あざ笑わらった。

「片腹痛いわ。威い光こうを笠かさに着るつもりなら、こちらは今をときめく大司教ワング猊げい下かが立ち会い人だ」

「いいとも」

　と、ドムは臆おくした様子も見せない。

「その程度の後ろ盾だてが怖こわくて、戦争ができるものか」

「生なま意い気きな」

　と、ロクは吐はき棄すてた。

「ならばドムよ。貴様は貴様の戦い方で、勝手にくたばるがよかろう。だが言っておくが、素振りでも逃げる気け配はいを見せたら、俺が後ろから貴様を撃うつ！」

「よかろう」

　と、大おお仰ぎように頷うなずくドムであった。

「とくと見るがよい。ア・キュラ・ドムの息子、ル・バラバ・ドムの戦いぶりをな」




「敵駆く逐ちく艦かん一隻、側面から突入して来ます！」

　戦艦『アンビータブル』のオペレーターが叫ぶ。

「小こ癪しやくな！」

　ライサンダー提督はこの命知らずの敵に激げき怒どした。

「蟷とう螂ろうの斧おのとはまさにこのことだ。側面に指向可能な、全砲ほう火かを集中しろ！」




「艦長……。ドム艦長」

　一いつ瞬しゆん、我を忘れたように『レイバーン』のブリッジに立ちつくしたル・バラバ・ドムに、彼の忠実な副官であるベギン・ハン・ゾッドが声をかけた。

「お、おう、ゾッドか……」

「一体全体どうしたっていうんです。艦長らしくもない……」

「うん、ちょっと昔のことを思い出していた」

　これまたドムにしては珍しい。

「ドム艦長でも、想おもい出に耽ひたることがあるんですかね。これですか？」

　そう言ってゾッドは思わせぶりに笑い、小指を立ててみせた。

「そうではない」

　ドムは微かすかに笑って、首を振った。これから死地に赴おもむく者の顔とは思えない、一種達たつ観かんしたように涼しげな表情である。

「そうでしょうねえ。こう申してはなんですが、艦長殿ほど女っ気のない軍人も、ラアルゴンでは珍しいですからな」

「別に女に興味がないわけではないぞ。俺とて男だ。ただ、これまでそれどころではなかっただけのこと……」

「そこが艦長の、艦長たる所以ゆえんですな。皆がついていく気になるのも、ドム艦長のそうしたお人ひと柄がらあらばこそですよ」

「おだてるな。戦争だけのつまらん男だ」

「御ご謙けん遜そんを。で、何を思い出していたんですか？」

　ドムよりも年長のゾッドだが、心底からこの若い艦長に心しん酔すいしていた。駆く逐ちく艦かん『レイバーン』の他の乗組員たちも、一人の例外もなくそうなのである。

「うん。子供の頃の、嫌いやな想い出だ」

　自じ嘲ちよう気味にドムは言い、寂さびしげな笑顔を見せる。

「ここしばらく忘れていたというのに、ロクの奴やつのせいで思い出してしまった」

「御父上のことですな」

「ああ。父上は決して、ロクの言うような臆おく病びよう者ものではない。地球人との戦闘で味方を庇かばって、非武装船団の楯たてになって立派に死んだのだ。なのに、敵てき前ぜん逃とう亡ぼうの臆病者だということにされてしまった。言われのない汚お名めいだ。ラアルゴン人にあるまじき卑ひ怯きよう者ものということで、死後貴族の地位も剝はく奪だつされてしまった。そのために、残された俺が、子供の頃ころからどれほど辛しん酸さんを嘗なめさせられてきたことか……。臆病者の子、卑怯者の子と嘲あざけられ、石をぶつけられ、母上は心労のあまり早死にするし、軍に入ってからも汚名はどこまでもついて回る。許さんぞ、ロクめ」

「とりあえず……」

　と、ゾッドは微笑ほほえみながら言った。

「ドム様の敵は、目の前の地球艦隊ですな。まずはこいつを片付けてから、後のことは考えましょうや」

「そうだった」

　と、ドムも笑顔を取り戻もどした。

「まずはこの局面を打開することに全力を尽くす。そうだな、ゾッド」

「はい」

　忠実な副官は頷うなずいた。

「それでこそ、我らの艦長です。ドム様」

「そうだ。戦っている間は、俺は他のことをすべて忘れてしまう」

　ドムは静かに笑う。

「それは俺の欠点であると同時に、素す晴ばらしい長所でもあると、ロナワー閣かつ下かは言ってくださる。だがな、ゾッド。貴様にならわかるだろう。戦いの最中、俺は楽しいのだ。ゾクゾクするほどな。ラアルゴンに生れて、生きていることの充実感を、この五体に感じるのだ。戦っている時だけが、本当に俺になったような気分なのだ」

「わかりますとも、ドム様」

　ゾッドは言った。

「痛いほど。ラアルゴンの漢おとこなら、誰でもそうです」

「そうか。ならばその命、暫しばらく俺にくれ。無む駄だにはしない」

「もとより──」

　と、ゾッドは畏かしこまった。

「我ら一同、そのつもりです」

「敵砲ほう火か、来ます！」

　オペレーターが叫んだ。

「迎げい撃げきミサイルの第一陣、第二陣は光こう子し魚ぎよ雷らい、続いてパルスレーザーによるＣＩＷＳ（近接防衛システム）！」

「ふん。相も変わらぬ馬ば鹿かのひとつ覚えだ。いつまでも、それで通用するか」

　ドムは余裕で笑っている。

「地球人どもの戦術は見切ったぞ。ゾッド！」

「はっ！」

「例の手て筈はず通りでいくぞ。いいな」

「心得ました」

　にんまりと笑うゾッド。

「あの訓練の成果を、いよいよ試す時が来たようですな」

「そういうことだ」

　ドムは身に纏まとった、黒いマントの裾すそを翻ひるがえした。

「シールドを艦首に集中！　迎撃ミサイルを突っ切るぞ」

「了りよう解かい！」

　潑はつ剌らつとした、部下たちの声が返って来た。気持ちがいい。

「ああ、戦争は楽しい……」

　ドムは心底、ラアルゴンに生れた歓よろこびを嚙みしめていた。




「敵駆く逐ちく艦かんが、『シミター』ＳＳＭによる第一次防衛ラインを突破しました！」

「なに！」

　予期せぬなりゆきにライサンダー提てい督とくは思わず席を立った。

「敵はたった一いつ隻せきではないか。何をしておる！」

「シールドを艦首に集中して、ミサイルを躱かわしたようです」

「生なま意い気きな。だが光子魚雷による第二次防衛網が控ひかえているぞ。それを突破しても、今度は『グラディウス』ＣＩＷＳによる光の矢の恰かつ好こうの標的だ。どうあがいても、こちらの鉄壁の防衛ラインを突破することなど──」

「突破されました！」

「なに！」

　ライサンダー中将は仰ぎよう天てんした。

「どうやって突破したのだ？　敵は魔法でも使ったのか！」

「光子魚雷はミサイルの残ざん骸がいによる中和フィールドで、目標到達前に無力化されました。さらにその時に発生し拡散した残留エネルギー粒りゆう子しによって、パルスレーザーの弾だん道どうも歪ゆがめられて有効な命中弾を与えられません。システムの欠けつ陥かんを、見事に突かれました」

「むうう──」

　小こ賢ざかしい敵であった。

「ならば望み通り、宇宙の塵ちりに変えてくれるわ。主砲を奴やつに向けろ！」

　戦艦、巡じゆん洋よう艦かんの強力なフェーザー主砲が、駆く逐ちく艦かん一隻のために旋せん回かいする。だが──、

「標ひよう的てきが速すぎ、かつ近すぎます。砲ほう塔とうの旋回速度が追いつきません！」

「かまわん！　奴を追い払えればいい。弾だん幕まくを張れ！」

　轟ごう然ぜん、数百門の主砲が一いつ斉せいに火を噴ふいた。目標がたった一隻の駆逐艦にしては、あまりにも大おお盤ばん振ぶる舞まいである。だが、砲撃の渦うずは、徒いたずらにあたりの時空を搔かき回し、発生した粒子によって正確な照準を疎そ外がいするばかりであった。

「狙ねらい通りだ」

　と、『レイバーン』のル・バラバ・ドムはほくそ笑んだ。

「敵はまんまと、こちらの思うツボに嵌はまったぞ。それ、敵の両りよう翼よくに、光こう子し魚ぎよ雷らいをお見舞いしろ。この距離だ。目を瞑つぶっていても当たる！」

「了りよう解かい！」

　万事心得ていた副官ゾッドが、すかさず命令する。

「両りよう翼よくの駆逐艦部隊に、光子魚雷斉せい射しや！」

　たちまち連れん鎖さ爆発的に、宇宙空間に大輪の花が咲き競きそった。




「ドムめ、やりやがった……」

　巡洋艦『ドーラグーン』から、『レイバーン』の戦いぶりを、固かた唾ずを呑のんで見守っていたルキタイ・ロクは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたが、さすがに彼もラアルゴンの軍人である。

「全艦、この機を逃さずに突入だ！」

　と、的てき確かくな命令が生き残りの全艦隊に飛ぶ。

「ドムを犬死にさせるな！　あの糞くそ生なま意い気きだが、素す晴ばらしい野郎をな──！」

　戦列の乱れた地球艦隊は、こうなると統制の取れたラアルゴン艦隊の前に脆もろさを露ろ呈ていすることとなった。数では圧倒的優位に立ちながら、いいように翻ほん弄ろうされる。

　光子魚雷の炸さく裂れつが、すぐ近くで旗き艦かん『アンビータブル』を包み、ブリッジは大おお揺ゆれに揺れる。それ以上に、ライサンダー提督の動揺は大きかった。

「駆逐艦『シェフィールド』、轟ごう沈ちん！」

「巡洋艦『ドーセットシャー』、大破！　航行不能」

「戦艦『イリジスティブル』、応カ答ムせイよン、応カ答ムせイよン！」

　次々と寄せられる惨さん澹たんたる報告に、

「ううむ……」

　と、ライサンダー提てい督とくは頭を抱かかえてうずくまった。

「夢だ。これは悪夢に違いない」

「その通りです、閣かつ下か」

　バークレー参さん謀ぼう長は言った。

「これは悪夢です。しかし、その悪夢をお招きになったのは、他ならぬ閣下御自身です」

「黙だまれ！」

　ライサンダー提督は度を失って叫んだ。

「勝っていたのだ。いや、ほとんど勝利していた。なぜだ？」

「そんなことより、今は目前の敵です。まだ戦力では、我々が──」

　その瞬しゆん間かんであった、『アンビータブル』のブリッジに、直ちよく撃げき弾だんがあたったのは。

「なぜだ──？」

　永遠の疑問とともに、ライサンダー提督とバークレー参謀長の体は、漆しつ黒こくの宇宙空間に吸い出されていった。




「お～い、バーミンガム！　どこだ」

「ここだここだ」

　艦隊の左さ翼よくに位置する重じゆう巡じゆん洋よう艦かん『ダブリン』もまた、光こう子し魚ぎよ雷らいの直撃を受け、今まさに沈まんとしていた。非常用の赤いランプが点てん滅めつを繰くり返し、警けい報ほうの響ひびき渡る艦内で、兵器課主任のミツル・スナガ中ちゆう尉いは、同どう僚りようの名を呼び続けた。

「バーミンガム、迷まい子ごのアンドリュー・バーミンガムやあい！」

「ここだ、ミツル」

　一見長身の優やさ男おとこである兵へい糧りよう課か主任バーミンガム中尉は、なにやら荷物をまとめるのに大おお童わらわであった。

「手を貸せ」

「何をやってやがる？」

　スナガは呆あきれて訊きいた。

「見ればわかるだろう。食糧をまとめてるのさ」

「呑のん気きな奴だな、この艦ふねは魚雷ボカチンを喰くって、もうじき沈むんだぜ。まごまごしてると、爆発に巻き込まれるぞ」

「だから急いでるのさ。これだけの食い物を、むざむざと勿もつ体たいねえだろが」

「どうするつもりだ？」

「これでも横流しすれば、結構な金になるんだ」

「命と金と、どっちが大切なんだよ」

「命より金だ。おまえなどには、わからんだろうがなあ……」

「ついていけん」

　スナガは肩をすくめた。

「特にこの、アサヒ印のキャビアの缶かん詰づめは高く売れるんだ。ミツル、手を貸せ。おまえにも儲もうけの一割を分けてやるぞ」

「命あっての、物もの種だねだとは思わんか」

「その命をエンジョイするには、金がいるんだ。黙って見てないで手伝え」

　宇宙軍予備隊の出身であるバーミンガム中尉は、物資横おう領りようと横流しの常じよう習しゆう犯はんである。艦隊の、一部兵士たちの間ではつとに有名であった。別名を〝ちょろまかしのバーミンガム〟と呼ばれ、商船勤務の時代から培つちかった独自の闇やみルートを通じて高値で売りさばく。その半ば公然の事実がバレないのは、悪事に荷か担たんした兵士たちにも、金払いがいいからであった。実になんとも、とんでもない奴だが妙に憎めないところがあり、スナガ中尉とは不思議にウマが合う。

「せっかくだがな、俺は命の方が大切なんだ」

「ふん、俗ぞく物ぶつめ」

　バーミンガムの関心はスナガから食糧の山に移った。鼻歌混まじりに少しでも高く売れそうな物を手早く選別し、背中に担かついだ雑具箱に放り込こむ。びっくりするほど豊かなバリトンの鼻歌はいつもの、『地球の緑の丘』であった。

「守しゆ銭せん奴どめ！」

　スナガはいったん、立ち去りかけたが、気が変わったのか立ち止まり、

「脱出用の内ない火か艇ていを、三番エアロックにつけておく。その気があるなら５分以内に、自力で大事なお荷物を持って来い。きっかり５分だけだぞ」

　と言い捨てて、去っていった。

「ありがてえ。恩に着るぜ」

　それでも手を休めずに、担かつげるだけのお荷物をしょいながら、バーミンガムは言った。

「この戦争はもういけねえ。今のうちに稼かせげるだけ稼いで、軍なんざさっさと辞やめてやる。そのためにも、金が要いるんだ……」

　さらにポケットにもフォアグラの瓶びん詰づめを入るだけ詰め込んで、バーミンガムは兵士たちが右う往おう左さ往おうする通路に出た。

「どけ！　俺が乗る！　上官が先だ」

　彼は根っからの、商売人であった。




「光こう子し魚ぎよ雷らいのエネルギーは？」

『レイバーン』のブリッジで、ル・バラバ・ドムが訊きく。

「あと一いつ斉せい射しやぶんだけです」

　ベギン・ハン・ゾッドが答えた。

「よし。どうせなら大物をやろう。前方の戦艦だ！」

「了りよう解かい！」

　蒼あおい航跡を残しながら趨はしる光子魚雷は、狙ねらい過あやまたずシールドの隙すき間まを縫ぬって戦艦の正面装甲を貫かん通つうした。

「命中！」

「よし、離り脱だつだ」

　得意げに笑う、若わか獅じ子しル・バラバ・ドム。

「前方に脱出艇群。どうします？」

　オペレーターが訊きいてきた。

「行きがけの駄だ賃ちんに、沈めますかい？」

「捨ておけ。武士の情けだ」

　ドムは言った。

「もうじゅうぶん過ぎるほどに沈めたわ。これだけ沈めれば次は巡洋艦の艦長だぞ！」

「我々も、出世できるってもんです」

　ゾッドが笑って言った。

「あなたを指揮官として選んだ、我々の目に狂いはなかったということでしょうな」

「どうかな？　最後になってみるまではわからんぞ」

　ドムは横顔を向け、悪戯いたずらっぽく笑った。

「今回は生き延びたとしても、次の戦いくさでは死ぬかも知れんぞ」

「それならそれで、面おも白しろいと思います」

　ゾッドは言った。

「しかし、自分の見るところ、ドム艦長はもっとずっと出世されるお方だ。そう、末は軍務大臣か、国防長官ぐらいには……」

「おだてるな。国防長官になるには最低でも皇こう族ぞくの知ち己きが必要なのだ。今の俺にはそこまでのコネはない」

　などといいつつ、半分本気にしているところが、いかにもこの屈くつ強きようの若者らしい。

「コネがなければ、作ればよろしい」

　とゾッドは涼しい顔で言った。

「俺が皇族などと、仲よくできるタイプだと思うか？」

「皇族の方々といっても、いろいろです。ドム艦長とウマが合う方も、きっといらっしゃる」

「信じられんな」

「艦長にはすでにロナワー長官という強力なコネもございます。まあ、さしあたっては巡じゆん洋よう艦かんの艦長は、間ま違ちがいのないところでしょう」

「だといいがな……」

「この調子なら艦隊司令も、夢ではございません。亡なき御父上も、喜ばれましょう。ただ、艦長の出世を、このゾッドが、いつまでも見てさしあげられればよろしいのですが……」

「気弱なことを言うな。貴様には長生きして、俺の幕ばく僚りようを務めてもらわねば困る。俺にとっては自分の右腕よりも、大事な腹心なのだ」

「有り難がたきお言葉。しかし、こればかりは時の運ですから……」

「地球の艦隊が、逃げて行きます！」

　歓喜に震ふるえる声で、オペレーターが言った。

「我々の戦略的勝利です！」

「いや」

　と、ドムは言った。

「違うな。大勝利だ」




「戦艦『セントアンドリュー』、轟ごう沈ちんします」

　内ない火か艇ていのブリッジから電子双眼鏡を覗のぞきながら、兵士が言った。

「ああ、ちくしょう！」

　山のような戦利品を担かつぎながら、バーミンガムは悔くやしそうに叫ぶ。

「俺と同じ名前の艦ふねをよくも！」

「縁えん起ぎを担ぐんだな」

　内火艇の舵かじを握りながら、スナガはにやにや笑っている。

「担ぐさ。あの戦艦が沈まない間は、俺のツキも続くと決めていたんだ」

　と、真顔のバーミンガム中尉。

「俺のバカツキも、どうやらここまでらしい。そろそろ軍を辞やめ時かも知れん」

「この状じよう況きようで、すんなりと辞めさせてくれるかな？　いまや相次ぐ負け戦いくさで、宇宙軍は慢まん性せいの人材不足だ。それこそ猫の手も借りたいだろう。バーミンガム、おまえ程度の船乗りでも言葉がわかるだけ、猫よりはマシだ」

「言ってくれるよ」

　バーミンガムは制服のポケットに忍しのばせてあった、スコッチのポケット瓶びん──もちろんこれも、戦利品である──を喇らつ叭ぱ飲みしながら、気の抜けたウインクを返した。

「それにしてもよく負けた。どこかにこのピンチをなんとかしてくれる、ヒーローはいねえものかな……」

「いねえよ」

　と、スナガはすげなく言った。

「こんなになってもまだ宇宙軍に残っているのはバーミンガム、俺やおまえみてえな、他に何の取り柄えもねえ、きわめつけのろくでなしだけだ」














第二章　混こん沌とんの宮廷









「ル・バラバ・ドム。よくやってくれたな」

　老将ユッター・ド・ロナワー提てい督とくは、手ずから若き艦長の胸に勲くん章しようを留めてやりながら、目を細めた。

「亡なき父、ア・キュラ・ドムもきっと喜んでおろう。あれは勇ゆう敢かんな漢おとこだった。ワシの部下たちの中でも、逸いつ材ざいだった。言われなき汚お名めいを雪そそいでやれぬのが、残念だよ」

「いえ。ロナワー長官にそう言っていただけるだけでも、父は本ほん望もうでしょう」

　若き艦長は、尊敬する名将の前で、頰ほおを紅こう潮ちようさせて言った。

「この上は、このル・バラバ・ドムが手て柄がらを重ね、いつの日か必ず、父の冤えん罪ざいを晴らしてみせましょうぞ」

「よく言った。それでこそア・キュラ・ドムの息子むすこ」

　ロナワーは満足そうに頷うなずき、

「次の戦いくさからは、巡じゆん洋よう艦かんの艦長として出しゆつ陣じんするがよかろう」

「有り難がたき幸せ。あれしきの働きで……」

　ドムは畏かしこまった。

「謙けん遜そんには及ばぬ。今回のそちの働き、実に見事であった。陛へい下かも慶よろこんでおられる。本当なら、貴族の称号も取り戻してやりたいのだが、残念ながら今のワシに、昔せき日じつの力はないのだ」

「と、言われますと……」

「ワングだよ」

　声を落として、ロナワー長官は言った。

「あの糞くそ坊ぼう主ず……」

「しっ、声が大きいぞ」

　長官は力なく微笑ほほえんで言った。

「確かにあの糞坊主め、だ。奴やつめ、このワシがよほど邪じや魔まと見えて、事ある毎ごとにワシの力を殺そごうとしてきよる。人事の権けんを陛下より任まかされたのをよいことに、ワシの腹心を左さ遷せんしたり、死地に追いやったり、粛しゆく正せいしたり……。その後あと釜がまに自分の息のかかった武官を据すえてな。もはやこの宮廷に、ワシの言うことを聞く武官は、何人も残ってはおらん」

「宮廷の腐ふ敗はいは、そこまで進んでいたのですか」

　ドムは怒りに肩を震ふるわせた。

「知りませんでした」

「おぬしは知らずとも、よいことじゃ」

　ロナワーは言った。

「戦いに精しよう進じんしてくれればよいわ。おぬしはよき戦士じゃ。きっと今に、このワシの頼もしい片腕となってくれよう」

「そこまでこの私を……。痛み入ります」

「しかし、大司教ワングめがここまで人事を壟ろう断だんしておっては、それも難むずかしいかな……」

「奴めの狙ねらいは、何でしょう？　人事の権を一手に握にぎったこの上は……」

「うむ」

　と、ロナワーは頷うなずいて、言った。

「ワシの見るところ、彼奴きやつめの狙ねらいは、宰さい相しようの地位だ」

「宰相！　坊主の分ぶん際ざいでですか？」

　ドムは目を剝むいた。

「ああ、間ま違ちがいない。そのためにこそ、奴は陛下に近づいたのだ。帝国の権けん限げんという権限を一切合切、その手に握るつもりらしい」

「恐ろしいことを企たくらむ坊主です」

「貴様は坊主が嫌いだったな」

「財産を没ぼつ収しゆうされ、金がないからと言って父の葬そう儀ぎを上げてくれませんでした。金のない信者は、弔とむらうだに値あたいしないそうです。いま、帝国国教の坊主どもは腐くさりきっています。どいつもこいつも、坊主とは名ばかり、金の亡もう者じやだ」

「多かれ少なかれ、今の帝国国教会の司教や司祭どもは、ワングを矮わい小しようにしたような人間ばかりだ。金と権力にのみ執しゆう着ちやくしておる。いっそシード教にでも、改かい宗しゆうしようかと思うぞ」

「御ご冗じよう談だんを……。しかし、政・教・軍は三権分立であるべきです。我が帝国がここまで銀河にその領土を拡大できたのも、その大原則が厳げん密みつに守られてきたればこそです。ワングめ、宗教と政治はおろか、軍事の実権までその手に握るつもりなのか……」

「すでにそうなって、きておるがな。ワシにも抗あらがうだけの、力はない」

「陛下には、そうなることの恐ろしさが、おわかりにはならないのでしょうか？」

「さあ……」

　ロナワー長官は、曖あい昧まいに言葉を濁にごして、

「今の陛下ではな……」

　あまり大きな声では言えないが、今の第二十六代皇帝ゴザ十五世は、暗あん愚ぐだった。

「それに陛下は、ワングをすっかり信頼しきっておる。お妃きさき様のご病気が、ワングの祈き禱とうによって本ほん復ぷくされたのじゃからな」

「それだって、眉まゆ唾つばものです」

　ドムは言った。

「宮廷の噂うわさを御存知か。ワングとつるんでいた料理番が、皇こう后ごう陛下の食事に少しずつ盛っていた毒どくを、ワングの祈禱に合わせてやめただけという話ですぞ」

「むろん、知っておる。しかし、証しよう拠こはない。しかし、そのことによってワングがこれほどの短期間に陛下の御信頼を勝ち得、宮廷に勢力を伸ばしてきたことは事実じゃ」

「嘆なげかわしいことでございます」

「畏おそれ多きことながら、せめて次の陛下の御み世よになれば、このような馬ば鹿かげた政治も少しは……」

「皇太子殿下は、陛下よりは利り発はつでいらっしゃるのですか？」

「これ、無礼じゃぞ。まあ、バスタップ様は利発なお方じゃ。ワシの軍事教育には、さっばり御興味をお示しにはならぬがな……。そのことだけで殿下を暗愚と決めつけるのは早計であろうが……」

　つまり次期皇帝としては、可もなく不可もなし、といったところであろう。それにしたところで、今の皇帝よりは数段マシと思われた。

「では、ソミュア殿下は？」

「ああ、あのお方は暗い」

　ロナワーは一言で斬きって捨てた。

「冷淡なところは陛下に、御病弱なところは御母上に似られたのじゃろうと、もっぱらの噂うわさじゃ……」

「ではまだバスタップ殿下のほうが、マシということなのですか……」

「ああ。しかしな、ドム。宮廷武ぶ官かんであるこのワシの見るところ、もっとも次の陛下に相ふさ応わしいお方は、別におられる」

「それは？」

「皇女の、アザリン様じゃ」

「アザリン妃ひ殿でん下か？」

　ドムは目を丸くした。

「しかし妃殿下は女で、しかもまだ御幼少では……」

「そうじゃ。だからこそ惜おしい！　皇帝としてあれほどの逸いつ材ざいを、ワシは見たことがない」

　ロナワー提てい督とくともあろう人物が、ほとんど手放しに近い褒ほめようなのである。

「ワシの軍事教育を、兄君よりもよく御理解してくださる。一度など、バスタップ殿下に解とけなかった課題を、側そばで聞かれておったアザリン様が、すんなり解いてしまわれた。五歳の少女が、兵へい站たんの重要性を、御理解してくださるのじゃぞ！」

「それは──」

　ドムも笑うのをやめた。

「天才かも知れませぬな」

「軽々しく天才という言葉は、使いたくはないがな。いるものなのじゃ……。だからこそ、なお惜おしい。なぜ女にお生れなさったのかと……。あのお方が男ならば、このワシが手て塩しおにかけて、銀河史上に前例のない名君に育て上げようものを──！」

　しかし、どうやら今のロナワー長官は、アザリンに持てる限りの軍事の知識を教え込こむことが、楽しくてしかたがないらしい。ドムの目にも、それはよくわかる。

「とにかくこのワシの弟で子したちの中では、アザリン妃殿下はピカ一じゃ。ドム、おぬしでも及ばぬかも知れん……」

「では、本物の璧たまなのでしょうな。閣かつ下かがそう言われるのなら……」

「あのお方が皇帝になれるのなら、帝国も少しは変わろう。しかし、なれまいなあ……」

「なれたとしても、遅いでしょう」

　ドムは言った。

「あの星の寿じゆ命みようは、もう尽きようとしております」

　そう言ってドムは、窓から見える緋あかい太陽を見上げた。不安定な赤せき色しよく巨きよ星せい、ＡＲＡ―Ⅲを──。

「それまでに、地球人どもを叩たたきのめし、ラアルゴンの民が住める移住先を確保できるかどうか……。いずれにせよ、アザリン様が御成長なさるのを、あの星は待ってはくれません」

「だろうなあ……」

　ロナワー提てい督とくは唇くちびるを嚙かんだ。

「口くち惜おしいことよ。そして、その混こん乱らんに乗じ、ワングのような奸かん計けいの他には何の取り柄えもないような漢おとこが、帝国を牛ぎゆう耳じろうとしておる。世も末じゃ」

「私は、諦あきらめません」

　ドムは言った。

「たとえ一条でも光明があれば、それに賭かけます。戦うことの他は何もできぬ男ですが、戦い続けます」

「よく言った」

　と、ロナワーは頷うなずいた。

「それでこそワシが見込んだおぬしじゃ。ああ、それにしてもアザリン妃殿下とおぬし、そのどちらかでもが、あと十年、早く生れておったなら、この星も救われたであろうものを。あな、返すがえすも口惜しや……」

　ロナワー提督の嘆なげきは、深刻であった。




　ル・バラバ・ドムはその足で、宮廷ゴザ・パレスの外はずれにある、小さな一室を訪ねた。

　何度か躊ちゆう躇ちよしたのち、意を決して扉とびらを敲たたく。

　さすがの勇ゆう猛もう果か敢かんなドムも、戦場とは勝手が違うのか、それとはまた別の、勇気を要求されるらしい。

「どなたですか？」

「俺だ、サリア」

　ドムは微かすかに頰ほおを紅らめ、言った。

「ドム様……」

　若い女性の声は、歓喜に震ふるえていた。

「またどうやら、生きて還かえれたようだ。どうやらおぬしの御ご利り益やくは、本物らしい……。入ってもよいか？」

　長身のドムが身をかがめるようにして、ためらいがちに言う。

「顔を見たいのだが……」

「どうぞお入りください」

　サリアと呼ばれた女性は言い、鍵かぎを外す音が聞こえた。

「ああ、ドム様」

　彼の顔を見るなり、サリアは安あん堵どの色を浮かべ、彼の首筋に抱きついた。ドムの肩までの背もない、小こ柄がらな女性であった。

「生きていらしてくださったのですね。サリアは嬉うれしい……」

「人生の大目的を果たすまでは、そう簡単に死なぬのが俺の信条でな」

　と、ドムはきまり悪そうに嘯うそぶいた。

「もちろんサリア、おまえに逢あうことも、その重要な目的のひとつだ」

「嬉しゅうございます」

　サリアはドムを見上げた。格別の美人というのではなかったが、いつも泣いているような、悲しげな瞳ひとみが印象的だった。ちょっと、ほってはおけないような気持ちに男をさせる。ほんのりと、注意して見ればそれとわかる程度の薄うす化げ粧しようをし、部屋着の上から地味な色の、薄手のローブを羽は織おっていた。

「帰って真っ先にとはいかんがな、それでも親おや父じの墓はか参まいりよりは先に、ここに寄るつもりであった」

「そのお気持ちだけで、じゅうぶんでございます。サリアは、サリアは……」

「もうよい」

　ドムはそっと折れないようにサリアの身体を抱きしめて、それから薄暗い部屋の中を検分するかのように眺ながめた。

「まだこんな薄暗い処ところに住んでいるのか」

　と、けっして怒ってはいないが怒ったような口く調ちようで言う。

「ええ」

　と、サリアは頷うなずいた。

「この星の老いた太陽は、私の身体には強烈すぎます」

「だからといって──」

　もどかしそうにドムは言った。

「たまには表も歩いてはどうか。こんな黴かび臭くさい部屋に籠こもっておっては、治る病気も、治らぬではないか。この俺でさえ、この部屋の中に入っただけで病気になってしまいそうだ」

「よいのです」

　と、伏ふせ目がちにサリアは言う。

「私の病気は、もう治らぬと決まったようなもの……。あとはどう、この不ふ治じの病やまいと仲よくしてゆくか、それだけですわ」

「何を言う。病気と馴なれ合うなどと……」

　ドムはサリアの気弱を責めるように、

「おまえはきっとよくなる。おまえはこのル・バラバ・ドムの、妻になるのだ」

「それはなりませぬ」

　と、サリア。

「私は、神に仕つかえる巫み女こ。ドム様は軍人、所しよ詮せん結ばれぬ、仲ですわ」

「そんなことはない。断じてない！」

　ドムは声を荒げた。

「もう決めたのだ。このドムがな」

「それは、神が決めること。でも、今こ宵よいは、泊とまっていってくださいますね」

「もちろんだとも！」

　ドムは何度も頷いた。

「そのために、あの地じ獄ごくのような戦場から、生きて帰って来たのだ。サリア、おまえのその真しん珠じゆのような顔を、見るためにな」

　ドムはあまり、色恋を説くことに長たけた男ではない。だが、その真しん摯しな口調は、かえってサリアの胸を打った。

「また行かれるのですね」

「ああ、軍人に暇ひまはない。だがな、サリア。今、おまえと一いつ緒しよにいたい、この気持ちだけは本当なのだ。信じてくれるか」

「信じます」

「お互い、逢あえぬときは戦いだな。俺は地球人どもと、おまえは病と、ともに打ち勝ち、また生きて逢おうぞ」

「はい……はい」

　涙ぐみながら、サリアはその細い指を、ドムの逞たくましい胸板に走らせる。

「お祈り申し上げておりました。私の命に代かえても、ドム様に御ご武ぶ運うんをと……」

「俺もまったく同じことを、考えていたよ、サリア。星の海の直ただ中なかにあっても、おまえのことを、おまえの病気が、治るようにと……」

「嬉うれしい！」

　サリアは嗚お咽えつした。

「お慕したい申しております。ドム様のことだけを……」

「俺もだ。おまえ以外の女など、考えられぬ。たとえこの先、どれほどの女ひ性とが現れても……」

　二人はきつく抱ほう擁ようし合った。この人だけは壊こわしたくないと思う反面、ドムはいっそ、この手でサリアを壊してしまいたいとも思う。矛む盾じゆんするふたつの気持ちは、しかしどちらも噓うそではなかった。




「や～い、や～い！」

　悪あく童どうどもが、囃はやしたてる。

「裏切り者の子、敵てき前ぜん逃とう亡ぼうの、卑ひ怯きよう者ものの子や～い！」

　罵ののしりの言葉と一緒に、石が飛んで来た。

　ゴツンと音を立てて頭に命中した礫つぶては、彼の緋あかい髪の毛にも似た血ち潮しおを、その額に滲にじませる。

「臆おく病びよう者ものの息子、ドム。おまえの父ちゃん、卑怯者」

「違う、違う！」

　少年のドムは、泣きながら、自分よりもはるかに大きい相手に、むしゃぶりついていった。

「父上は卑怯者なんかじゃないやい」

　しかし多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、殴なぐられ、蹴けられ、服を泥どろだらけにして、泣きながら家路を辿たどるドム少年……。

「ねえ母上……」

　家に帰れば、いつも伏せりがちの、病弱な母が待つ。

「父上は卑怯者じゃないよね。立派な軍人だよね」

　その懸命の問いかけにも、母はいつも、寂さびしげに笑うだけだった。

　母の寂しい笑顔は、いつしかその微笑ほほえんだ表情のまま、柩ひつぎの中に横たわっていた。

「母上、母上！」

　少年ドムの叫び続ける中、その死に顔は、いつの間にか、サリアのものになっていた。




「ドム様、ドム様……」

「う、ああ……」

　ドムは目を開けた。いつの間にか、全身にぐっしょりと、寝ね汗あせをかいていた。

「夢か……。嫌いやな夢だった」

「ずっとうなされておいででした。またいつもの、夢を見ていらしたのですね」

「ああ。忘れようとしても忘れられぬ、この歳としになっても薄れるどころか、この頃は一晩に、何度も見る」

「きっと、お疲れなのですわ。戦いに……」

「そうかも知れん。戦っている最中は夢中で、楽しいのだがな……」

「あまり御ご無む理りを、なさらないでください」

「そうもいかん。戦いになればかえって、必死にならねば喰くわれる。それに俺には、一国一城の主になるという、見果てぬ夢もあるのだ。サリア、おまえを迎えるためにもな」

「私は──」

　と、サリアはドムに抱きついた。

「ドム様さえ、いつも側そばにいてくださったら……」

「それは、それだけは出来ん相談だ」

　寂さびしげにドム。

「俺は武人なのだ。その生き方だけは、宇宙が崩ほう壊かいしようと曲げられぬ……」

「サリアは、怖こわいのです。自分が死ぬことよりも、ドム様に先立たれて、生き長らえることが……。おそらくその悲しみに、私は耐えられぬでしょう」

「それはわかる。だが、俺から戦いを取り上げることもまた、翼つばさをもがれるに等しいのだ。俺はア・キュラ・ドムの子。戦いなくしては生きられぬ」

「明日になれば、またあなたは行ってしまうのですね」

「許せ……」

「必ず生きて、帰って来てくださいませ」

「ああ、約束する」

　ドムは言った。

「死んでたまるものかよ。必ず生きて帰って来てやる。だからサリア、おまえも死ぬな。生きろ、いいな」

「はい」

「このル・バラバ・ドムの妻になるべき女が、病やまいなどに負けるな。必ず生きて、またその笑顔を見せるのだぞ」

「はい、はい……」

　しかし、後朝きぬぎぬの別れは夜明けとともに、すぐそこに迫っていた。




「これが、俺たちの新しい艦ふねか……」

　ドックに横たわる、真新しい船体を見上げながら、ドムはつぶやく。

「頼もしいな」

　クリムゾンの瞳ひとみが、輝かがやいている。

「まったくです」

　副官ベギン・ハン・ゾッドも頷うなずく。

「『レイバーン』もいい艦でしたが、やはり巡じゆん洋よう艦かんともなると風格からして違いますな。おまけに、新設計の新造艦です。装そう甲こうの材質も、今までの数倍強固だとか……。ロナワー提てい督とくも、粋いきなはからいをやってくださる」

「まあそれだけ、俺たちに期待してくださるということだ。その期待に応こたえようではないか。なあ、ゾッド」

「はい。ドム艦長」

「巡洋艦『ザグーン』……。いい艦だ」

「ドム艦長とお見受けいたします」

　振り向くと、中年のがっしりした体格の男が数人の手下を連つれて立っていた。全身これ傷だらけで片目に眼帯をしており、宇宙海かい賊ぞく以外のなにものにも見えなかった。

「いかにもそうだが、海賊などに用はないぞ」

「へい。確かに三日前までは、海賊でした」

　と、その男は言う。海賊にありがちな、堅かた気ぎに対しては異い様ように腰の低い態度である。

「ですが今は傭よう兵へいに、商売変えしやしてね」

「傭兵風ふ情ぜいがこの俺に、何の用だ」

「これは紹しよう介かいが遅れやした」

　男は言った。

「てめえ生しよう国ごくは辺境宙域、代々重ねた海賊稼か業ぎよう。そんでもってこの度、傭兵に鞍くら替がえして、ユッター・ド・ロナワー提督からドム艦長の露つゆ払ばらい、随ずい伴はん任務を命じられました。人呼んで、黒雲のグロム・ハスとはあっしのことで……。へへ……」

「グロム・ハスか、覚えておこう。このドムも、傭兵ながら直ちよく衛えいの随ずい伴はん艦かんを持つ身分になったとはな。おまえの艦ふねは？」

「へい、あれで」

　グロム・ハスは『ザグーン』の奥に繫けい留りゆうしてある、一隻の駆く逐ちく艦かんを指さした。駆逐艦にしては大型だが、一見して型が旧ふるい。

「『モルガーン』級の駆逐艦か。だいぶ旧式だぞ。確か三次元レーダーも、マニュアル操そう作さだったな……」

「よく御存知で。へっへ、そこは軍の払い下げでさあ……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「そこはそれ、腕次し第だいですよ。黒雲ハス一家が乗り組めば、そんじょそこらの新型艦以上に働きまさあ」

「期待しているぞ」

「そりゃどうも……。期待されましょ。さあ野郎ども、整備だぜ。手ェ抜くな！」

　グロム・ハスの号令一下、荒くれ男どもはわらわらと、出撃前の最終整備に散っていった。

「ずいぶんと、威い勢せいのいい連中ですな」

　ゾッドが感心している。

「しかし、頼りにして大丈夫でしょうか？」

「ああいう連中は、自分たちの腕に誇りを持っているからな。そこいらの正規軍人よりは使えるよ」

　と、ドムは笑いながら言った。

「少なくとも、ワングの息のかかった連中よりは、よほど信頼できる」

「ワングと言えばあの大司教猊げい下か、とうとう宰さい相しようになるそうですなあ……」

「帝国の人事も、地に墜おちたということだ。地球人どもに笑われる」

「まだまだ、そこまで墜ちちゃいません。連中に、戦争でも負けるようになったら、しまいです」

「だろうな」

　ドムは笑って、

「ゾッド、『ザグーン』の艦首に、絵を描け」

「了りよう解かいです。何にしましょうかね？」

「そうだな……」

　と、ドムは言った。

「俺たちに相応ふさわしい、紋もん章しようがよかろう」

「だったら、いい意い匠しようがありますよ」

　ゾッドは言った。

「艦長にぴったりです」

「なんだ？」

「今はもう絶ぜつ滅めつしてしまいましたが、地球の獣けもので、ライオンというのがいたそうです。こないだ戦利品で手に入れた、地球の古い文ぶん献けんに載のってました。百ひやく獣じゆうの王で、地球でも王者の紋章に使われていたそうです」

「敵である地球の紋章か……。趣しゆ向こうは面おも白しろいな。なるほど、我らの艦ふねには相応しかろう。描いてみろ、ゾッド」

「お許しいただけて、光栄です。さっそく描かせていただきます。きっと目立ちますよ」

　ゾッドは軽く、辞じ儀ぎをした。




「ル・バラバ・ドム？」

　帝国国教会、大司教ワングは、部下の報告に一いつ瞬しゆん、その薄い眉まゆを歪ゆがめた。

「あの、ア・キュラ・ドムの息子むすこか？」

「はい」

　と、部下が頷うなずく。

「侮あなどれぬ存在に、成長してまいりました。ロナワー長官も、奴には期待しておるようです」

「まだ一巡洋艦の艦長ではないか。取るに足りん」

「ですが、用心に越したことは……。父親を片付けたように、罠わなに嵌はめてやりましょう」

「そこまでする必要もあるまい」

　ワングは言った。

「とりあえず、もっとも危険な最前線に、送り込んでやれ。ロナワーめも嫌いやとは言えまい。それで生きて還かえるようなら、その時は考えようぞ」

「御ぎよ意い」

　部下は頷うなずいた。

「ときに猊げい下か、今こ度たびは宰さい相しように内定、誠におめでとうございます」

「遅すぎるくらいじゃ」

　と、臆おく面めんもなくワングは言った。

「ま、もっとも帝国の実権は、とうの昔に、ワシのものだがな。あとは地球を、この手に収めさえすれば……」

「そう先のことでは、ございますまい」

「そうじゃな。クルガン」

「はっ」

　クルガンと呼ばれたワングの腹ふく心しんは、畏かしこまった。

「まだまだ宮廷には、ワシの言うことを聞かぬ愚おろか者どもがおる。それらを探さぐり、逐ちく一いちワシに報告するのだ。行け！」

「ははっ！」

　クルガンは影のように、ワングの前から消えた。

「ル・バラバ・ドムか……」

　ワングは思い出したかのように、その名を反はん芻すうする。

「父親は随ずい分ぶんとワシをてこずらせおったが……。まあ、大事の前の、座ざ興きようよな」

　奸かん物ぶつワングは、からからと嗤わらう。

　主なき宮廷は、混こん迷めいの度を加えつつあった。














第三章　問題児登場









　お話変わってこちらは惑わく星せい連合宇宙軍。その前線基地のある馬ば頭とう星雲銀河環かん礁しよう、浮ふ遊ゆう惑星Ｌ34──。

　先の遭そう遇ぐう戦せんで大敗を喫きつした惑星連合宇宙軍プロポスビル方面艦隊は現在、捲けん土ど重じゆう来らいを期して、再編中であった。

「にしても、派は手でに負けたものですなあ……」

　満まん身しん創そう痍いで修理ドックに入にゆう渠きよしている戦艦を見上げながら、整備班長は言った。

「これじゃ我々が、不ふ眠みん不ふ休きゆうで整備をしたって何にもならんよ」

「ラアルゴンの兵器は、日々その鋭さを増してきているようですね。戦艦クラスでも、敵の光こう子し魚ぎよ雷らいで呆あつ気けなく沈みます」

　若い技師が言った。

「感心している場合じゃないぞ。これは掛かけ値ねなしに、惑星連合の、ひいては地球の危機だ」

「地球にいる偉いさんには、それがわからんのでしょう」

　不服そうに技師は言った。

「最前線に送られて死ぬのは、辺境惑星出身の兵士たちばかりです。地球は安あん穏のんとしてますよ」

「不平はいい。勝てる相談をしようや」

　苦労人らしい整備班長は、薄うす汚よごれた作業服の袖そでに、技ぎ術じゆつ少しよう佐さの階級章をつけていた。

「損害状じよう況きようは、どうなっている？」

「ドック入りが必要な艦ふねだけでも、十隻せきを超こえています」

「まずいぞ。この前線基地に、修理用ドックはふたつしかないからな」

「頼みの綱つなだった工作艦『琵び琶わ湖こ』も、先日の空くう襲しゆうでやられてしまいましたからね。働ける整備員を総動員でフル稼か働どうさせても、全部を修理するには銀河標準時間で一か月以上かかりますよ」

「それを一週間でやれとの、艦隊司令部のお達しだ」

「司令部の連中は、何を考えているんですかね」

　憤ふん慨がいしたように、若い技師は歯ぎしりした。

「我々が一いつ瞬しゆんにして軍艦を治す、治療の呪じゆ文もんを唱となえられるとでも思っているんでしょうか？　それとも軍艦はドックに入れときゃ、自分で勝手に治るとでも……。そうに決まっています」

「そう愚ぐ痴ちるな。そうさ、軍艦は俺たちが徹てつ夜やで修理しなきゃ治らねえ。だからな、愚痴る前に治そうや、な」

「ええ……」

　気が済すんだのか技師は、初老の整備班長を見た。

「すいません、親父おやつさん。でも、悔くやしくて……」

「わかってる。俺も同じ気持ちなんだ。だがな、俺たちがいなきゃ、戦争は出来ねえんだ。自分の仕事に、誇りを持とうや。俺たちが諦あきらめたら、命を賭かけて戦っている連中はどうなる？　戦争は、まず修理現場から始まるんだ。むろん、負けもな」

「はい」

「各艦の、損害状じよう況きようは？」

「ひどいもんです」

　技師は液えき晶しようファイルを見ながら言った。

「戦艦『エジンコート』、中破、巡じゆん洋よう艦かん『アデレード』、大破……これはもう、廃はい艦かん処分でしょう。巡洋艦『シュロップシャー』、屑くず鉄てつ業者から注文殺さつ到とう……、駆く逐ちく艦かん『チーター』、大破、駆逐艦『モーニングスター』、中破、フリゲート艦『ヴィンディクティブ』、ザルのように空気漏もれしています」

「惨さん澹たんたる、負け戦いくさだな……」

「また壊すために、治すのかと思うと……」

「まだまだ、いい報しらせがあるぞ」

　苦笑しつつ、整備班長は言った。

「艦政本部から、新しい仕し様よう書しよが届とどいているぞ、クロフト」

「仕様書？」

「ただ修理するだけでなく、可能な限り改かい装そうせよとの御命令だ。旧式化したＣＩＷＳも、全部新システムに換かん装そうしてソフトも書き変えろとよ。それどころかタイプ33のフリゲートは、船体を延長ストレツチして全隻せきバッヂ２改造だ」

「無む理りですよ！」

　再び憤ふん慨がいするクロフト技師であった。

「そうでなくてもこっちは手が足りないんだ。修理だけでも青あお息いき吐と息いきなのに、その上改装なんて、出来っこない！」

「しかし、やるしかあるまい。愚ぐ痴ちる前にやろう」

「そりゃ、やりますけどね……」

　クロフトは、ほとほと苦りきった。

「愚痴らせてもくださいよ」

「ちわ～す！」

　そこへ出入りの、コンピューターソフト業者がひょっこり現れた。

「毎度御ご贔ひい屓き、軍用ソフトから家庭用ゲームソフトまで、ソフトのことなら何でもおまかせのタムコです。ソフトの取り換えと定期メンテに参りました。うちのソフト、動いてますか？」

　ユニフォームの帽ぼう子しを取って、挨あい拶さつする。

「なんだ、タムコさんか」

　クロフトは失望したように、業者の男を見た。

「動いてるもなにも、おたくのＣＩＷＳ用ソフトはひどいね。おかげで見てよ、また負けたよ。欠けつ陥かん品ひんじゃない？」

「ありゃ～、そうですか？　おかしいなあ……。ひょっとして、ハードとの相あい性しようが悪いのかなあ。ウチのに限って、そんなことはないはずなんだけど……」

「最悪だよ。今度何かあったら、ナイトーさんに変えちゃうよ」

「それは勘かん弁べんしてくださいよ。今回のメンテは、勉強させていただきますから……」

「今度だけだよ」

　ぶすっとして、クロフト技師は言った。

「まったく肝かん心じんのシステムが、役に立ちゃしない」

「今度の『サラマンダー』ＣＩＷＳは、違いますよ」

　業者は必死に抗こう弁べんする。

「前の『グラディウス』なんかとは、比べものになりません。レスポンスも早いし、識しき別べつ能力も当社比で70パーセントは向上してます。立ち上げからして、当社のＴＯＳシステムを使ってますからね。ＴＯＳ上で動くプログラムは、従来のシステムに比べて……」

「能のう書がきはいいよ」

　憮ぶ然ぜんとしてクロフトは言った。

「早いとこ、全艦のシステムを、書き変えてよね。頼むよ」

「はいはい」

　業者は揉もみ手をした。

「早速、やります。おい、ヒラガー」

「はい」

　のそっとした返事とともに、小太りの若い男が現れた。有名デザイナーがデザインしたという、鮮あざやかなライトグリーンの、タムコのユニフォームのボタンがはじけそうだ。これほどユニフォームの似合わない男を捜さがすにも、ちょっと苦労しそうだった。

「ウチの新入りでしてね。こいつが今回の、ソフトの書き変えを担当します。おいヒラガー、こっちへ来て挨あい拶さつしろ」

「ヒラガーです、どうも」

　尊大な態度で、大たい儀ぎそうにヒラガーは言った。

「そんな挨拶があるか。相手はウチの一番の、お得意様なんだから……。へっへ、すみませんね。見ての通り、挨拶もロクに出来ない男でして……」

「見るからに、あれだねえ……」

　クロフトはヒラガーを、じろじろと見ながら言った。

「こういうタイプのプログラマーは、宇宙時代以前に絶ぜつ滅めつしたと思っていたけど……」

「見てくれは、どうでもいい」

　整備班長が言った。

「仕事はできるのか？」

「そりゃ、もう……」

　と、業者は笑顔で、

「学生時代から、アマチュアハッカーとしては有名な男でしてね。ハイスクールの頃から、ゲームソフトの開発でそこらのサラリーマンの数倍、稼かせいでいたそうですよ。うちでスカウトして、やっと捕つかまえたんです。ま、もっとも女の子には全然、縁がなかったそうですが……」

「見りゃわかるよ」

「じゃあ、やってもらおうか。おたくのプログラマーさんに……」

　整備班長は何気なく言ったのだが、

「どうしてわかったんです？」

　と、どうやらヒラガーはおたくという言葉を、別の意味に取ったらしかった。

「一目見ればわかるよ」

「ま、やりますよ」

　あくまでも尊大な態度でヒラガーは言う。

「僕は子供の頃から、軍ぐん艦かんと名のつくものは好きだったんです。まあ大船に乗ったつもりで、任まかせてください」

「大だい丈じよう夫ぶかなあ……」

　クロフトは心配になってきた。

「ゲームソフトと違って、軍用ソフトなのよ。失敗は許されないんだよ。死んだ兵士は、教会でお金を払ったって、生き返らないんだよ、わかる？」

「やりますよ」

　眼鏡めがねの奥で細い目を光らせて、ヒラガーは言った。

「僕はやると言ったら、やるんです」

「あまりこいつを、刺し激げきしないほうがいいですよ」

　と、業者の男はクロフトにそっと、耳打ちした。

「ハイスクールの頃、こいつを苛いじめたばっかりに、毎日下げ駄た箱ばこの中に死んだネズミを入れられて発狂した奴がいるそうです。ウチの女子社員も先月、ヒラガーのことを不潔だと噂うわさしているのを立ち聞きされたばっかりに、翌日弁当箱の中にハクチョウザオオガマガエルを入れられ、辞やめました。とにかく根に持つんです。それも尋じん常じようじゃない……」

「絶対こいつは、小学校の頃は給食のパンを机の中に溜ためて、黴かびを生やして先生に怒られたタイプだな……」

「でもプログラマーとしては、百年に一人の、希まれに見る天才なんです」

「だからこそ、よけい困る」

「ちょっとソフトを、見せてくれ」

　ヒラガーが尊大な態度で言った。この男は敬語を、使えないのだった。

「買えば十数万クレジットするソフトだぞ。下へ手たにいじって、壊こわすなよ」

　クロフトがムッとして言った。

「だいたい見て、わかるのかよ？」

「馬ば鹿かにするな。旧きゆう態たい依い然ぜんのソフトだってことぐらいは、見りゃわかる！」

「偉そうなことを言いやがって。なら新しいソフトに、一晩で書き変えてみせろ」

「一晩も要いらない」

　と、ヒラガーは鼻で笑った。

「三時間もあれば、お釣つりが来る」

「よし、計るからな」

　そう言ってクロフトは、自分でも大人おとなげないとは思ったが、腕時計のタイマーをセットした。

　それからきっちり、二時間と十五分後──。

「できた」

　と、ヒラガーは事もなげに言ったのであった。

「全部の艦のＣＩＷＳソフトをＴＯＳ上で動く『サラマンダー』対応に書き変えた。ついでに自動バグ消去プログラムも、作っておいたよ。これで艦隊の防ぼう禦ぎよ力は、三倍以上にアップしたはずだ」

「まさか……」

　クロフトも整備班長も、自分の耳を疑い、それから目を疑い、最後にはヒラガーを疑った。

「なんならシュミレートで走らせてみるか？」

「本当だ！」

　整備班長が叫んだ。

「ちゃんと動いてる。それも、前のシステムの五倍以上も早い！」

「信じられん！」

「ざっとこんなもんだ」

　ヒラガーはふんと、鼻で大きく息をした。

「軍用ソフトなんて、マニア向けのゲームソフトに比べたら、実に単純なものなんだ。なにしろ軍人は、重じゆう箱ばこの隅すみを突ついてアラを捜さがしたりもしなければ、ソフトメーカーに匿とく名めいで、カミソリ入りの抗こう議ぎの手紙を出したりもしないからな」

「ううん……」

「なんならＣＩＷＳ用のソフトだけでなく、レーダー索さく敵てき用のプログラミングや、航行や艦隊機動用の自動プログラムも作ってやろうか？　軍用のハードディスクの、バックアップは？　壊こわれたソフトの修理でも、何でもやってみせるよ」

「出来るのか？」

　それこそ整備班長が、喉のどから手が出るほど欲しいものだった。

「おまえさん一人で？」

「やれるとも」

　と、ヒラガーは細い目をさらに細くして、不ぶ気き味みに笑った。

「一晩くれ。全部やってみせる」

「じゃあ、こいつは今晩、ここに置いて行きますね」

　タムコの社員は、厄やつ介かい払いができたという顔で言った。

「そういうことだヒラガー、皆さんのいうことをよく聞いて、かわいがってもらうんだぞ」

「食事は、軍のでいいのかな？」

　クロフトが心配そうに訊きいた。

「心配いりません。こいつは好き嫌いは言わずに、何でも食べますよ。学生の頃は、高収入だったにもかかわらず、毎日インスタントラーメンとカロリーメイトで、稼かせぎは全部、本とビデオに注つぎ込こんでいたそうですから……。コンピューターさえ当てがっておけば、文句は言わないはずです」

「やっぱり……」

　クロフトの嫌いやな予感は的中した。

「こいつは筋すじ金がね入いりの……だな」




　翌日、出勤してきたタムコ出張所の社員は、軍からの電話に驚かされた。

『宇宙軍整備課の、クロフト技術兵へい曹そうだが……』

「はいっ！」

　電話に出た営業担当は恐きよう縮しゆくしながら、

「また手前どものヒラガーが、何かをしでかしましたでしょうか？」

『ああ、しでかしてくれたよ』

　と、電話の声は、凄すごい剣けん幕まくだった。

『よくもまあ、やってくれた。あんな奴をよこした、あんたらもあんたらだな』

「はい、はい」

　ひたすら平へい身しん低てい頭とうする、営業部員。

「で、どんなことを……」

『艦隊のソフト面の不備を、一目で見抜き、一晩で全部書き変えて完かん璧ぺきにしてしまった』

「へ……？」

　意外な展開に、事態が呑のみ込こめない。

『いや～、実によくやってくれたよ。艦隊司令もお喜びだ』

「は、はい……。それはどうも……」

『時に、ものは相談だがね』

「はい？」

『あの男を、軍にくれないか。実に手放すのが惜おしくてね。それに、軍関係のソフトに深く介かい入にゆうするとなれば、民間人ではなにかと手続きも面めん倒どうだし、まずいんだよ』

「は、はあ……」

　まだ事態の把は握あくしきれないまま、営業部員は頷うなずいた。

「そ、それはまあ、あんな男でよろしければ、熨の斗しを付けて差し上げますが……」

『本当かい。いや～、助かるよ。彼は実に有能な男だ。馬鹿とおたくは、使い様というが、本当だねえ……』

「はあ……」

『とりあえず、宇宙軍としては、彼に技ぎ術じゆつ中ちゆう尉いの肩書きを用意して優ゆう遇ぐうしようと思っているんだ。給与も、そちらの二倍出すと言ったら、本人はいたく乗り気でねえ、これで本とビデオが好きなだけ買えると、喜んでいたよ』

「それは、喜ぶでしょうなあ……」

　社員は呆あきれていた。

『という訳で、彼はもう会社には帰らないそうだ。このまま軍に住みつくそうだから、ロッカーの荷物は軍の宿舎に送ってくれたまえ』

「はあ……」

『いや～、実にいい人材を、提てい供きようしてくれたよ。これでもう、高価な金を払って市し販はんのソフトを買うこともないんだ。それに比べればヒラガー一人の給料など、知れたものだよ。あとは彼が全部、開発してくれるからね。というわけでタムコさん、来月から、来なくても結構だからね』

「あ、ちょっと待って……」

　何か言おうとする営業の前で、電話は音を立てて切れた。




「ヒラガー！　トオル・ジョーニアス・ヒラガー技術中尉！」

「なんでしょう？」

　三日も徹てつ夜やしたコンピュータールームで、ヒラガー技術中尉は不ぶ精しよう髭ひげの目立つ顔で振り向いた。

「なんだではない！」

　いかつい顔の、艦隊参さん謀ぼうであった。

「おや、これは中佐殿、どうかしましたかな？」

　上官を上官とも思わないいつも通りの尊大な態度で、ヒラガーは言った。そもそもこの男には、上官とかいう概がい念ねんはないのであった。

「またブルネイの、艦政本部のメインコンピューターに、勝手にアクセスしたな」

「はい、しました」

　悪びれもせずに、ヒラガーは言った。

「暇ひまだったので、ポケットコンピューターで、データを読んでいました」

「七段階もの、厳げん重じゆうなプロテクトがかかっていたはずだが……」

「あんなもの、子供だましですよ。ないも同じです。自分に言ってもらえれば、もう少し、ましなプロテクトを作りますよ」

　まるでちょっとパソコン通信でもしましたという顔で、ヒラガーは言ってのける。

「聞きしにまさるハッカーだな。問題児め！　いや、冗じよう談だんでは済すまされんぞ。艦政本部のデータは、門外不出の、貴重なデータばかりだ。なにしろ、古今東西のあらゆる軍艦の、性能や諸しよ元げんに関する情じよう報ほうが、詰つめ込こまれておるのだからな……」

「そうですか？　全然たいしたことはありませんでしたよ」

「なに？」

「あれなら僕の、ビデオコレクションのほうがまだマシです。あ、そうそう。間ま違ちがっているデータもあったので、いちおう訂てい正せいしておきました」

「余計なことは、せんでいい！」

　中佐は激げき怒どした。

「だいたい貴様には軍人としての自覚が──」

「ありません」

　ヒラガーは言った。

「逆さかさにして振っても、かけらも出ませんな」

「こ、この軍艦おたくめが……」

「褒ほめ言葉と、受け取っておきましょう」

「ぐ、軍人精神注入棒ぼうで、百叩たたきしてやる！」

「ところで中佐」

　臆おくするとか反省するということを知らないヒラガーが、鉄てつ面めん皮ぴに言う。

「軍のデータに介入したついでに、そこにあった造艦計画もいちおう見させてもらったのですが──」

「ぐぬぬ……」

「あれはいけません、どうも。欠けつ陥かん品ひん、愚ぐ作さく、駄だ作さく艦かんのオンパレードです」

「貴様、よくもぬけぬけと……」

「まあお聞きなさい。軍が計画している、戦艦や巡じゆん洋よう艦かんのほとんどはガラクタです。あんなものでは、ラアルゴンには到とう底てい勝てません」

「何が言いたいのだ、貴様……」

「まあそう興こう奮ふんしないで、目め鯨くじらを立てる前に、これを御ご覧らんください」

　そう言ってヒラガー、何を思ったのかディスプレイに、図面とデータを呼び出した。

「なんだこれは？」

「自分がプログラミングの合間に、設計してみた軍艦ですよ」

「こいつ。あの忙しいスケジュールで、いつの間にこんな物を……」

　腸はらわたは煮にえくり返りつつも軍人としての性で、思わず画面に見入る参さん謀ぼう中佐。

「なになに……巡洋艦か？」

「重じゆう巡じゆんクラス、タイプ39バッヂ１、『阿あ蘇そ』と名付けました。これならラアルゴンにも、勝てると思います」

「うん……これは凄すごい！」

　中佐も思わず唸うなる、設計である。

「ヒラガー中尉、貴官にはこんな芸当も、できたとはな……」

「見くびってもらっちゃ、困ります。ほんの手すさびですよ」

「だがこれはこれ、それはそれだ。貴様が犯おかした罪は……」

「ねえ中佐……」

　と、ヒラガーは肩をすり寄せてきた。

「う──」

　あまりの気色悪さに、思わず後ずさりする中佐。

「な、何をするヒラガー！」

「この設計書を、艦政本部に提出すれば、中佐も昇進、間ま違ちがいなしでしょうなあ……」

「そ、それはそうだが……」

「いいんですよ。その機会を棒ぼうに振っても──」

「こ、こいつ！」

　しかし出世の欲望には、抗あらがい難がたい。

「そ、そうだな……」

　中佐は咳せき払ばらいした。

「こ、今回だけは、大目に見ようか、ヒラガー技術中尉……」

「どうも」

　ヒラガー、ニッと笑って、

「さすがは中佐、度ど量りようがおありだ……」

「と、とりあえず私はこの設計書を、艦政本部に提出してみよう。追って沙さ汰たを待つように……」

　中佐は退室した。

「えらい天才を、抱かかえ込こんでしまった」

　と、汗を拭ぬぐいつつ、中佐は言った。

「確かに聞きしにまさる問題児だがあの男、ひょっとするとこの戦局を、変えてしまうかも知れん」




「ヒラガー技ぎ術じゆつ大尉」

　と、参さん謀ぼうは言った。彼も大佐になっている。

「本日付けで、君は艦政本部、設計局に転てん属ぞくだ」

「やっとですか……」

　眼鏡めがねの奥でほくそ笑みながら、希き代だいの軍艦おたくトオル・ジョーニアス・ヒラガーは言った。

「やっと自分の才能も、認められたということですな。宇宙軍の首しゆ脳のう部ぶにも、見る目のある人間はいたということですか……」

「らしいな」

　大佐は冷汗を拭ぬぐいながら、

「ま、この前線基地としては、貴重な人材を失うわけだが、私としては体ていのいい厄やつ介かい払ばらいという気もするな」

　ヒラガーは聞いていない。

「『阿あ蘇そ』の量りよう産さんは決定された。君はこれより設計局の主任設計技師として、『八・八艦隊計画』に携たずさわることになろう」

「『八・八艦隊計画』？」

「惑わく星せい連合艦隊参謀本部の、フジ少将閣かつ下かが提てい唱しようされておる、未み曾ぞ有うの造艦計画だ。全長１０００メートルを超こえる、超弩ど級きゆうの戦艦八隻、巡じゆん洋よう戦艦八隻を建造して、一気にラアルゴン艦隊を蹴け散ちらすという豪ごう快かいな計画だ、一部に机き上じようの空くう論ろんという意見もあるが……。先日その建造予算案が、議会を通過したよ。文字通りの、与党のゴリ押しでな」

「おたくの血が燃えます」

　眼鏡の奥で珍しくも瞳ひとみを燃やして、ヒラガーは言った。

「男と生れた以上は、巨大な軍艦を造る。これに勝まさる喜びはありません。大艦巨きよ砲ほう主義は男の、永遠のロマンです。生れてから一度も、軍艦のプラモデルを作ったことのない男など、男ではありません！　あの、ランナーに、最初にニッパーを入れる瞬しゆん間かんの快感、脳をとろけさすような、ラッカーシンナーの臭におい、マスキングを剝はがす時の、えも言われぬ感かん触しよく、ついでに飾かざるのに飽あきて、爆ばく竹ちくで吹っ飛ばして破は壊かいする瞬間の、ゾクゾクするような後ろ向きの快感……」

「好きにしていい」

　大佐は投げていた。

「まあ君の設計した軍艦が、銀河を救う日を、あまり期待せずに待っているよ」

「待っていてください」

　ヒラガーは言った。

「今に私の作った軍艦が、銀河を席せつ巻けんします。夢のような時代が、必ず到来します」

「悪夢のような気が……」

　参さん謀ぼうは頭を抱かかえた。

　しかし不幸にしてその悪夢は、さほど時を置かずして正まさ夢ゆめとなるのであった。














第四章　振り向けば、敵









　戦艦『ホーンブロワー』を旗き艦かんに、巡じゆん洋よう艦かん六、駆く逐ちく艦かん八隻せきからなる惑わく星せい連合宇宙軍の偵てい察さつ艦隊は、Λラムダ４５６宙域にある惑星ゲルニカⅥの近くで、八隻の巡洋艦、駆逐艦からなる、ラアルゴンの半個艦隊と遭そう遇ぐう、交戦状態となった。

　戦力的には、惑星連合艦隊が優勢であったから、艦隊司令のアーキントス少将は当然勝てるものと見込んで、戦闘を仕掛けたのであるが、しかし、予想に反して敵は強かった。否いな、強すぎた。

「巡洋艦『ラーレイ』、沈みます！」

「駆逐艦『シアリーズ』、応答なし！」

「最終防衛ラインを突破されました。敵駆逐艦が一隻、旗艦に肉にく薄はくしてきます！」

「なに！」

『ホーンブロワー』のブリッジで、アーキントス少将は思わず立ち上がった。

「衝しよう突とつコースです！」

「除のけ、除かんかあ！」

　提てい督とくは叫んだが、敵艦はそのコースを変えようともしない。すでにその姿は、肉眼でも視認できるほどで、見るみるその大きさを増してゆく。

「ぶつかります！」

「面おも白しろい、轢ひき潰つぶせ！」

　次の瞬しゆん間かん、シールドをその艦首部に集中した敵駆逐艦は、『ホーンブロワー』のブリッジに、突っ込んで来た。

「無む茶ちや苦く茶ちやな奴やつだな。自殺志願者か？」

　投げ出された床の上で、アーキントス提督はぼやいたが、次の瞬間、

「敵兵が乗り込んで来ます！」

　との報告に、仰ぎよう天てんした。

「すでに艦内では白はく兵へい戦せんが……うわっ！」

　オペレーターの声は、出し抜けに途と切ぎれた。

「どうした？」

　叫ぶ提督の目の前に、人影が立つ。惑星連合の制服ではなかった。おまけに片手には、大きく湾わん曲きよくした抜き身の剣けんを提さげている。

「敵の提てい督とくとお見受けする」

　と、その男がかたことの銀河標準語で言った。

「そうだが……」

　するとその男──駆逐艦『モルガーン』の艦長グロム・ハスは、ニヤッと笑って、

「御お命いのち頂ちよう戴だい！」

　と、剣を振りかぶった。

「こ、こんな戦法──！」

　アーキントス提督の驚きは、尋じん常じようではなかった。

「貴様は、海かい賊ぞくか？」

　それが提督の、最後の言葉となった。

「いかにも」

　言いつつ剣を振り下ろすグロム・ハス。手しゆ練れんの切っ先に、アーキントス提督の首はごろんと音を立てて、ブリッジの床に転ころがった。

「提督の首級みしるし、グロム・ハスが挙げたぞ！」

　どっと喚かん声せいが上がった。

「引上げだ！　野郎ども」

　グロム・ハスは纏まとっていた血ち塗まみれのマントを脱ぐと、それに提督の首級を、手早く包み込んだ。

「これで、九十九……」

　担かつごうとした拍ひよう子しに、首から提さげていたペンダントの蓋ふたが開いた。中には美人だが、いかにもお転てん婆ばそうな、娘のホログラフ写真が入っている。

「シア、宇宙の涯はてで、父ちゃん頑がん張ばってるからな……」

　そう言って、グロム・ハスは部下たちに合あい図ずした。

「総員退去、置き土産みやげを忘れんな！」

『モルガーン』の艦首が、『ホーンブロワー』から離れる。安全距離にまで退たい避ひした頃ころ合あいで、『ホーンブロワー』は轟ごう然ぜん、爆発した。仕掛けていった時限爆弾が、反はん応のう炉ろに誘ゆう爆ばくしたのだ。

「いっちょ、あがり……」

「やりましたな、親方」

　副官のロダン・グルグが笑いながら言った。

「地球の戦艦なんざちょろいもんですなあ……」

「馬鹿野郎！　親方はよせといっただろう。艦長と呼べ、艦長と！」

　グロム・ハスは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「俺たちゃなあ、傭よう兵へいたあいえ、立派な軍人さんよ」

「へえ、すんません……」

　グルグは恐縮した。

「骨身に染しみ付いた海かい賊ぞく時代の癖くせは、なかなか抜けませんや」

「しょうがねえなあ……」

「親方……いえ、艦長」

　見張り改めオペレーターが報告した。

「巡洋艦『ザグーン』の、ドム艦長から通信が入っています」

「ドム艦長から？」

　グロムは首を傾かしげた。

『グロム・ハス。勝手に『ザグーン』の側そばを離れるな！』

　ル・バラバ・ドムは怒りの表情だ。

『貴様に与えられた任務は、『ザグーン』の直衛だぞ。勝手に先さき駆がけてどうする？』

「へ、へえ……。すんません」

　グロムは通信スクリーンの前で、直立不動の姿勢になった。

「以後気をつけます」

『しょうのない奴やつだな……』

　ドムは苦笑していた。

『しかし、よくやった。戦艦を沈めるという手て柄がらを、今回はすっかり貴様に奪うばわれてしまったな』

「重ねがさね、すんません……」

『それにしても、勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりだったぞ。あの混こん乱らんの中で敵の司令官の首を取るとはな、天晴あつぱれなものよ』

「お褒ほめいただいて、光栄です。それもあと、一個です」

『首集めが、趣しゆ味みか？』

「そうじゃありません。願がんを掛かけたんでさあ」

『願掛けだと？』

「へい」

　グロムは頷うなずいて、言った。

「一人娘のシアは、そろそろ年頃なんですが、これが生れついての男まさりのはねっかえりでしてね、恋人の一人もいやしねえ。男手ひとつで育てたせいかと、こんなずぼらな親おや父じなりに悩みましてね、アードラの闘とう神しんに、願を掛けたんでさあ。敵の艦長の首を百個集めたら、シアの野郎に素す敵てきなボーイフレンドが出来るようにってね……」

『変わった奴だ』

　ドムはおかしそうに笑った。

『わかった。あと一個は、俺が最高のを見み繕つくろってやろう。娘に最高のボーイフレンドが現れるようにな。だが、今は、俺のバックアップに徹てつしてもらおうか』

「わかりやした」

　グロム・ハスは畏かしこまった。

「不ふ肖しようグロム・ハス、ドム艦長の護衛を、務めさせていただきやす」

『よし、残敵を掃そう討とうする。ついて来い！』

「がってんでさあ！」

　二隻は生き残った惑わく星せい連合艦隊に、斬きり込こみをかけてゆく。




「『ホーンブロワー』が沈んだ！」

　惑星連合艦隊は、上を下への大混乱に陥おちいっていた。旗き艦かんが撃げき沈ちんされてしまったので、指揮系統にも混乱を来きたしたのだ。

「もうこれまでだ、逃げろ！」

　生き残った各艦の艦長たちは、てんでんばらばらに命令し、好き勝手な方向に逃げて行く。しかし、ラアルゴン艦隊の見事な連れん携けいに捕ほ捉そくされ、次々と宇宙の塵ちりに変えられていった。

「応戦だ、応戦しろ！」

　巡じゆん洋よう艦かん『カヴェンディッシュ』のメイヤー艦長は踏みとどまって戦おうとしたが、目の前に現れたのはとびきりの強敵だった。

「な、なんだ、あの巡洋艦は！」

　スクリーンに映った敵の映像を見るなり、メイヤーは驚いて叫んだ。

「赤い……ライオンの紋もん章しようだと？」

　確かにそのラアルゴン巡洋艦の艦首に描かれたエンブレムは、紛まぎれもないライオンであった。それも、真しん紅くの、燃えるような鬣たてがみをした──。

「なんでラアルゴンの艦ふねが、地球のライオンの紋章を……」

　しかし彼のその疑問は、永遠に解消されることはなかった。巡洋艦『ザグーン』からの荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの直撃を受け、メイヤー大佐は彼の『カヴェンディッシュ』とともに、大宇宙に散さん華げした。




「脆もろいものだな……」

　ル・バラバ・ドムはスクリーンに広がる火球を見ながら、一いつ瞬しゆんふっと寂しそうな表情になった。

「地球人は、戦いくさの相手としては物足りない。歯は応ごたえがなさすぎる。もっと強敵に、見まみえたいものよ」

「それは贅ぜい沢たくと言うものでしょう、艦長殿」

　ベギン・ハン・ゾッドが笑って言った。

「しかし、この『ザグーン』の性能は、たいしたものですなあ……。さすがは新型。『レイバーン』もいい艦ふねでしたが、こいつには遠く、及びません」

「うん。気に入った」

　と、ドムは瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ついでにあの新しい紋章も、気に入ったぞ。しかしゾッド、地球のライオンというのは本当に、あんな色だったのか？」

「さあ」

　と、ゾッドは首を捻ひねった。

「正直なところは、わかりません。なにしろ手に入れた唯ゆい一いつの資料というのが、古い平板の、モノクロ写真でしたからね。色までは……。しかし、あの色がカッコよかろうと思いまして……」

「異い存ぞんはない」

　と、ドムは頷うなずいた。

「俺も紋章にするなら、あの色しかないと思っていた。真紅のライオンだ。俺のエンブレムには、相応ふさわしかろう」

「敵はあらかた、片付いたようですな」

「うむ。これくらいでよかろう」

　と、大おお仰ぎように頷くドム。

「凱がい旋せんだ。ラアルゴン本星に引上げる。みんな、ひさしぶりで家族に会えるぞ！」

『ザグーン』のブリッジが、喚かん声せいに包まれた。

「サリア殿にも、逢あえますな……」

　ゾッドがドムの肩に手をやり、そっと言った。

「また顔が見られる。嬉うれしいでしょう」

「何のことだ？」

　ドムはとぼけた。だが彼は、こういう演えん技ぎは実に下へ手ただった。

「サリアなど、俺は別に……」

「ドム様のお顔は──」

　と、笑いながらゾッドは言った。

「口よりも正直ですなあ、実に……」




「ル・バラバ・ドムが凱がい旋せんして来たと？」

　密みつ偵ていクルガンからの報告を聞くなり、宰さい相しようナク・ラ・ワングは眉まゆをしかめた。

「はい」

　クルガンは、影のように蹲うずくまる。

「数の上では劣勢であるにもかかわらず、悪運強く生き残ったばかりか、かなりの戦果を……。これはまた、報ほう償しようを与えぬわけにもまいりませぬ」

「なるほど。確かに悪運だけは強いようだ。ロナワーあたりが喜びそうなことだな。奴にはまたとない、頼もしい片腕の誕生というわけだ」

　ワングは苦にが々にがしげに吐はき棄すてた。

「そろそろ本気で、芽めを摘つむことも考えねばなるまい。とりあえず、奴には適当な褒ほう美びを与えておけ」

「はい」

　居並ぶ廷てい臣しんたち──すべてワングの息がかかっている──の一人が言った。宰さい相しようになってからというもの、ワングは賞しよう罰ばつや人事はもとより、何事も皇帝の許可もなく、一人で決めてしまう。まるで彼こそが事実上の皇帝になったかのような感があった。

「それと……」

　ワングはクルガンに命じた。

「ドムめの、身辺を洗え。奴の弱みを、探さぐるのじゃ」

「畏おそれながら……」

　と、クルガンは言った。

「奴の弱み、既すでに探ってございます」

「でかした」

　蒼あお白じろい顔に不健康な笑みを浮かべ、ワングは頷うなずいた。

「では奴のその弱みに、付け込むがよかろう。手を汚すはワシの性しように合わぬ。クルガン、そちに任まかせたぞ」

「御ぎよ意い……」

　クルガンは畏かしこまり、一いつ瞬しゆん後ごには影のように消えていた。




「ドム様……」

　ドムの緋あかい髪の毛に、細い指を走らせながら、サリアは微笑ほほえむ。

「よくぞ生きて、戻もどってくださいました。サリアは嬉うれしゅう存じます」

「ところが、好こう事ず魔ま多しとはよく言ったものでな……」

　ドムは寂さびしく、微笑んで、

「陛下からまたしても、遠征を仰おおせつかったのだ。今度は、少し長くなるやも知れん。長ちよう駆くして、後方に回り込み、地球の補給線を叩たたけとの直じき々じきの御命令なのだ。必ず生きて還かえるが、すぐには戻れそうもない」

「勅ちよく命めいとあれば、お恨うらみは致しませぬが……」

　と、サリアは言った。

「どうしてドム様ばかりが、次から次へと危険な任務にばかり就つかされるのでしょう？　まるで死地に追いやられるかのように……。提てい督とくや艦長は、他にいくらでもいらっしゃるというのに──」

「真に有能な人材は、少ないのだ」

　と、ドムの表情は矜きよう持じに溢あふれていた。

「それに、陛下の直々の要よう請せいとあれば、光栄に思いこそすれ、お恨み申し上げるようなことは……。むしろ手て柄がらを立てる、またとなきチャンス。そうなったら、必ずおまえを迎えに来る。待っていて欲しい」

「はい」

　サリアは涙に潤うるんだ目を、ドムに向けた。

「いつまでも、お待ち申し上げております」

「サリア……」

　ドムはサリアを、きつく抱ほう擁ようした。

「今こ宵よいはおまえを、離しはせぬ。片時もな」




「出港準備は、万ばん端たんです」

　ゾッドの報告に、

「うん」

　と、ドムは上うわの空で頷うなずいた。

「やってくれ」

「どうしたんです？」

　さすがに気心の知れた副官だけあって、ゾッドはドムの様子がおかしいのを、一目で看かん破ぱした。

「ボーッとしてますよ。艦長らしくもない」

「おまえにだから言うがな、ゾッド……」

「はい」

　ゾッドは微笑ほほえみ、ドムはきまり悪そうに、

「色いろ惚ぼけだ、これは」

　と言った。

「やっぱり」

　ゾッドにかかっては、ル・バラバ・ドムも子供のようなものである。

「そんなことだろうと思ってました。サリア殿と、何の御約束を交わされた？」

「うん……」

　と、ドムは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたが、

「この戦いに生きて還かえれたら、結婚する」

　意を決して言った。

「そいつは目出度い！」

　ゾッドは口笛を吹いた。

「おおい、みんな、聞いてくれ」

　ブリッジに響ひびくような、大声で叫ぶ。

「この戦いに勝ったら、ドム艦長が、サリア様と祝しゆう言げんを挙げるぜ！」

「わあ、よせ！」

　まるで少年のように顔を赤らめ、ドムはうろたえた。珍しい、素顔の彼である。

「もうちょっと、伏せておきたかったのに……」

「目出度いことは、早いほうがいいんですよ」

「言葉にして言ったら、この幸運が、消えてしまいそうで……」

「へええ」

　ゾッドは感心したように歳とし下したの艦長を見た。

「ドム艦長にも、意外にかわいい一面が、おありで……」

「意外にだけ、余計だ」

　ドムはむくれた。

「しかし、こうなった以上はしかたあるまいな。せいぜいのろけさせてもらう」

「それがよろしい……」

　ゾッドは目を細めた。

「ドム様にも、ここらで身を固めていただいて、我らも安あん泰たいです」

「そうですとも！」

「艦長が御結婚なさる。こりゃめでてえや、確かに……」

「お目出度うございます」

「どうかお幸せに……」

　乗組員たちも一人の例外もなく、喜んでくれる。ドムは部下に恵まれていた。

「よし、そうと決まれば、勇いさんで出撃だ！」

　ゾッドが叫んだ。

「『ザグーン』発進！」

　艦首に描いた緋あかき獅し子しのエンブレムを輝かせ、巡じゆん洋よう艦かん『ザグーン』はドックを出た。今回の任務は敵の補給線攪かく乱らんという隠おん密みつ行動なので、従うのはグロム・ハスの乗る、随ずい伴はん駆く逐ちく艦かん『モルガーン』一隻のみ。

「グロム・ハス、いいことを教えてやろう」

　よせばいいのにお節せつ介かいで、ゾッドは言った。

「ドム艦長が、婚約したぞ、お相手は……」

「よせというに！」

　こうなるとドムも形かた無なしである。

『聞かせてもらいましたよ』

　グロム・ハスは通信スクリーンの中で、笑っていた。

『お目出度うございました。聞けば美男美女のカップルだそうで、よろしゅうございましたなあ……。あっしの娘のシアにも、あやからせてえもんだ』

「それほど羨うらやまれるほどの、身分でもない」

　と、ドムは大いに照れながら頭を搔かいた。

「第一生きて還かえれるかどうかも、わからんのだ」

『何をおっしゃるかと思えば……』

　あてられて、グロムは笑いながら、

『ドム艦長は、きっと生きて還れますとも。このあっしがついてるんだ。保証しますよ』

「ありがとう。どうやら私は、部下にだけは恵まれているようだ」

『この先も、ずっとそうですよ。あなたは出世なさる』

　だが出港する二隻を見送りながら、生きて還れぬことを望む者もいる。

「ふふふ、ル・バラバ・ドムよ。これがおまえの、最後の航海となるのだ」

　不ぶ気き味みな笑みを浮かべた黒くろ装しよう束ぞくの男は、ワングの腹ふく心しん、クルガンである。

「せいぜい今のうちに、甘い夢を見ておくがよい。沈まぬ太陽など、ないことを思い知らせてやる」




「敵輸ゆ送そう船団を捕ほ捉そく」

　レーダー手が報告する。

「大型タンカーを含む、地球の船団です」

「おいしい獲え物ものですな」

　ゾッドが言った。

「あれを沈めれば、地球人どもの前線基地は干ひ上あがりましょう」

「よし。攻撃だ」

　ためらうことなく、ドムは部下たちに命じた。

「護衛はフリゲート艦が数隻だけ。取るに足りん戦力だ。一気に蹴け散ちらす。『モルガーン』のグロム・ハスにも、そう伝えろ。提てい督とくの首は、くれてやると。百個集まれば、願がんも成じよう就じゆするだろう」

「きっとグロムのことだ、喜びますよ」

　その表情まで、目に浮かぶようだった。

「突とつ撃げき！」

　弦つるを放れた箭やのように、『ザグーン』と『モルガーン』は、輸送船団に躍おどりかかった。僅わずかな護衛艦隊が、鈍どん重じゆうなタンカーを護るように動くが、

「遅い！」

　と、ドムは笑い飛ばした。

　主砲の斉せい射しやが、タンカーの一隻を貫つらぬく。液体重ヘリウムを満まん載さいしていたタンカーは、反応を起こしてたちまち火球と化した。

「次だ！」

　タンカーの爆発を避けようと、大きく迂う回かいした輸ゆ送そう船団に狙ねらいを定める。

「貴様らに恨うらみはないが、これも任務だ。許せ！」

　もともと非武装の船団を襲うことなど、ドムは潔いさぎよしとしない。しかし、勅ちよく命めいとあらばそれもやむなしである。

「光こう子し魚ぎよ雷らい、発射！」

「了りよう解かい！」

　だが──、

　発射の瞬しゆん間かん、『ザグーン』は目も眩くらむような閃せん光こうと、全艦を揺るがす振しん動どうに包まれた。

「どうした？」

　コンソールに叩たたきつけられ、額から血を流しながら、ドムは叫ぶ。

「何が起こったのだ？」

「光子魚雷の発射管内で、爆発です」

「なに？」

　予期せぬ事態だった。しかも被ひ害がいは、予想以上に大きい。

「発射管室にいた乗組員は、全ぜん滅めつのようです」

「原因は？」

「さあ……。どうやら発射管に、異い物ぶつが挿そう入にゆうされていたようですが……」

「くそっ、謀はかられた。一体誰が……」

　ドムは臍ほぞを嚙かんだ。

「俺を生かしておきたくない奴が、軍の内部にもいるのだな……」

　続けて二回、さらに大きな爆発が『ザグーン』を揺るがした。

「補助反はん応のう炉ろに誘ゆう爆ばくしました！」

「外壁損そん傷しよう！　左さ舷げん防護区画、閉へい鎖さします！」

「メインエンジン破損、出力一時低下！　航行不能、反撃も不能です」

「ちいっ──」

　ドムは天を呪のろった。

「これまでか、サリア！」

　護衛に右う往おう左さ往おうしていた敵のフリゲート艦が、様子を見て反撃に転じた。

「こちらは反撃も、逃げることもままならず、か……」

　ドムの表情には、一種の諦てい観かんがあった。死を前にしてその顔は、あくまでも穏おだやかである。

「軍人だ。いつかは死ぬことは覚悟していた。しかし、悔くやしいな、ゾッド。あんな腰こし抜ぬけ連中にやられるとは。まだしも誘爆で、死んでしまいたかった……」

「そうですな」

　ゾッドも嗤わらっている。

「まあこれも、運命でしょう」

　フリゲートが、光子魚雷の発射態勢に入った。

「くっ──！」

　ドムの脳のう裏りを、今までの人生が走そう馬ま燈とうのように過よぎった。

「父上の汚お名めいも、晴らせぬままに死ぬのか……」

　しかし、その直前、フリゲートは爆発四散した。

『ドム艦長！』

「おう、グロム・ハスか！」

　ドムの表情が、パッと輝く。

「助かったぞ」

『へへへ、これでいつぞやの借りは、返しましたぞ。ついでに貸しも作りましょうか？』

「こいつめと言いたいところだが、かたじけない……」

『言いっこなしです。サリア様と、明るい夢のある家庭を築いてください』

　グロム・ハスは笑いながら言った。押し花電報のような台詞せりふは、似合わぬ漢おとこである。

　傷ついた『ザグーン』にとどめを刺ささんものと、フリゲート艦群が、殺さつ到とうする。

「おのれ！」

　グロムは叫んだ。

「やらせてなるか。ドム様をお守りしろ！」

　フェーザー砲ほうの束たばが来た。小出力の主砲だが、まとまると怖い。

「猪ちよ口こ才ざいな！」

　グロムは『ザグーン』と敵艦隊との間に、『モルガーン』を滑すべり込こませた。

「いかん！」

　ドムの叫び。

「グロム、やめろ！　はやまるな！」

　だが遅かった。次の瞬しゆん間かん、『モルガーン』は無数の光条に、貫つらぬかれた。

「グロ～ムゥ！」

『へっへ……』

　グロムの笑い声。

『ドム様、どうかお幸せに……』

「馬ば鹿か者もの！」

　ドムは叫んだ。

「二度と返せぬ借りを、この俺に作らせおって……」

『いいってことです』

　咳せき込むような、グロムの声だった。

『あっしゃあドム様の幸せを、願ってやみません……』

　なおも殺到する、護衛艦隊。

「お、親方……」

　大破した『モルガーン』のブリッジでは、一人無む傷きずの副官ロダン・グルグが、グロム・ハスを助け起こす。

「艦長だ。ふ、俺はどうやら、もう駄だ目めらしい」

「親方、しっかり」

「艦長と言ったろうが！」

　叫んでおいて、グロムは咳せき込んだ。

「グルグ、てめえは無ぶ事じか？」

「へ、へい、どうにか……」

「なら……てめえは脱だつ出しゆつしろ」

「いえ、あっしも……」

「ただでたあ言わねえ。大事な……用があるんだ……」

　と、グロムは喘あえぎつつ、懐ふところから短刀を取り出して、震ふるえる手でグルグに渡した。

「これを……娘の……シアに、頼む……」

「親方……」

「艦長だ……」

「へい、親方……」

「しょうがねえなあ……」

　グロムは笑って、血を吐いた。

「あいつに……シアの奴に、伝えてやってくれ。てめえの親父は……立派に戦って死んだと。それから……掛かけた願がんは成じよう就じゆさせられねえままに、くたばっちまって済すまねえが、てめえは性格はともかく、器量だけはいいんだから……焦あせらず……気長に……いい……男を……見つ……けろ……と……」

「親方！」

　グルグは涙を拭ぬぐった。

「わ、わかりやした、このロダン・グルグ、命に代えてもシアお嬢を……」

　彼は後ろ髪を引かれる想おもいで、脱出カプセルに飛び乗った。

「さらばです、親方……」

　射出と同時に、『モルガーン』は爆発した。

「メインエンジン回復……。ただ、武器は一いつ切さい、使用不能です」

　ゾッドの報告に、

「よし、『モルガーン』の脱出カプセルを回収後に、戦線離り脱だつだ！」

　と、ドムはその生しよう涯がいでただ一度の、屈くつ辱じよくの命令を下した。

「離脱？　逃げるんですか？」

「ここで無む駄だに死んでは、グロムに申し訳わけない。それに俺は、こんなところで死ぬわけにはいかぬのだ。ラアルゴンにあるまじき振る舞いであることは重々承知している。今は逃げよう」

「わかりました」

「ゾッド、俺を軽けい蔑べつするか？」

「しません」

　ゾッドは笑顔で言った。

「それどころか、ますます尊敬します。ここで戦って死んでも、それは匹ひつ夫ぷの勇ゆうというものです。私も逃げようと思っていました。誰でもここは、逃げるでしょう」

「ゾッド……」

「脱出カプセル、回収しました！」

　部下が報告した。

「よし、出力全開！　ここは……」

　ぐっと唇くちびるを、血の滲にじむほどに若わか獅じ子しは嚙かんだ。

「逃げる！」














第五章　汝なんじの血もて贖あがなえ









「ル・バラバ・ドムも、今頃は宇宙の塵ちりになった頃ころかな」

　惑わく星せいブベル産の紫むらさきワインのゴブレットを傾けながら、宰さい相しようナク・ラ・ワングは氷のような貌かおに、冷たい薄笑いを浮かべた。ほんの小物とはいえ、将来邪じや魔ま者ものとなる可能性を秘めた者を始末したという安あん堵どからか、彼としては上じよう機き嫌げんの部類に属する笑顔であった。

「軍艦に細さい工くをすれば、証しよう拠こも残らぬ。誰もが戦死と信じて、疑わぬであろうな」

「御ぎよ意いに存じます」

『ザグーン』の光こう子し魚ぎよ雷らい発射管に細工をした張ちよう本ほん人にんである、クルガンが頷うなずいた。

「しかし、ドムが戦死と聞けば、あのサリアとかいう巫み女こは、嘆なげくことでしょうなあ……」

「知らぬ。ワシは帝国宰相だ。地ち下げ人びとどもの悲しみまで、いちいち気にしていられるか」

　そう言ってまたワインを流し込こみ、嗤わらう。

「ドムめも、親子して馬ば鹿かなことよ。ワシに逆らうから、こういう目にも遭あう。雉きじも鳴かずば、撃うたれまいに……」

「しかし、あのサリアは哀あわれです。頼るべき男を、失って……」

「ほう」

　と、ワングは面おも白しろそうに、彼の懐ふところ刀がたなを見た。

「そんなに気になるか、そのサリアとかいう女のことが？」

「はあ……」

　クルガンは一いつ瞬しゆん、主の前で微妙な表情をした。

「そうか。惚ほれたな。貴様らしい横よこ恋れん慕ぼというわけだ」

　そう言って、なお嗤う。

「さように美人なのか？」

「さまでには……。しかし、妙な輝きを秘めた女です。不ふ思し議ぎな気持ちを、見る者に抱かせます。あのドムめもそこに、惚れたのではないでしょうか？」

「女とはみんな、そうなのだがな……」

　ワングは嘯うそぶいて、

「よかろう」

　と、鷹おう揚ように頷うなずいた。

「ドムめを葬ほうむった褒ほう美びじゃ。その女、貴様にくれてやろう。好きにせい」

　もともと自分の物でもない女を、くれてやると言う。そもそも宇宙に生きとし生ける者はすべて、自分の物だという意識が、ワングにはある。

「真まことでございますか、宰相閣かつ下か」

「ワシは噓うそは言わぬよ。死んで地じ獄ごくに墜おちとうはない」

　地獄に墜ちるようなことは、すでにしていると思うのだが──。末まつ期きの癌がん患かん者じやが、ダイエットに気を配るようなものであろう。

「サリアとやらは、おまえの物じゃ。くれて遣つかわす」

「ははっ！」

　クルガンは平へい身しん低てい頭とうした。

「有り難がたき幸せ」

「しかしドムめも死に、これであのロナワーは、片腕をもがれたも同然……」

　ワングは勝ち誇り、くっくっと嘲あざけり笑う。

「では次はいよいよ、ロナワー提てい督とくを亡なき者にする手て筈はずですな」

「いずれはな」

　とワング。

「だが今はまだ、その時機ではない。地球人どもを征服するのに、奴の武力と才さい覚かく、必要よ。それさえ済すめば、いつでも始末できよう」

「利用価値のある間は、生かしておくという訳わけですな」

「そうよ。さすがはクルガン、悟りがよいな」

「では利用価値がなくなれば、私めも始末されますか……」

「そうさな」

　ワングは意味ありげに笑ってみせた。

「そうならぬように、せいぜい気をつけるがよかろうぞ。今のワシにとっては、すべての者は、利用価値があるからワシによって、生かされておるのじゃ。ロナワーしかり、陛下しかり、クルガン、貴様とて例外ではないのだぞ……」

「せいぜい気をつけます。では、これにて」

　クルガンはワングの前を、辞じ去きよした。

「なんという傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度じゃ……」

　クルガンは廊ろう下かで、そっと呟つぶやいた。

「銀河は自分一人のために、回転しているとでも思っておるのか。あのままではいずれ、手痛いしっぺ返しがあろう。いや、どのみちあの男の天下、あの男が思っておるほどには、長くはないかも知れぬ……」

　そしてその鍵かぎを自分が握っていることに、クルガンは密ひそかな、満足感を覚えるのであった。




「私は……」

　と、サリアは静かに言った。

「ドム様が死んだなどとは、思ってもおりません。いえ、あの方は、きっと生きておいでですわ」

「馬ば鹿かを申せ」

　と、クルガンは一いつ笑しように付した。

「これほどの証しよう拠こが揃そろっておるのだぞ。あの状じよう況きよう下かで、ドムが生きておるとすれば、奴めはまさしく、真まことの鬼き神しん……」

「そうでしょうね」

　と、サリアは言った。一片の疑いもない顔だった。

「あの方はまさしく、鬼神ですわ。アーリアの闘とう神しんが、人間にお姿を変えた、生れ変わりかも知れない……」

「戯たわむれも、いい加減にせい！」

　クルガンは業ごうを煮にやした。

「ル・バラバ・ドムは死んだのだ。誰が何と言おうと、これは厳げん粛しゆくな事実ではないか。それよりサリア、おまえはこれから一体、どうするつもりなのだ？」

「私は──」

　と、あくまでも静かな口く調ちようで、サリアは言う。

「今までと変わりません。ドム様が生きていらっしゃろうと、お隠かくれになろうと、今までと同様、神にお仕つかえするだけですわ」

「強がりも、大たい概がいにせい」

　クルガンは脅おどかすように、

「もうおまえに、後ろ盾だてはないのだ。女ひとり、頼る者もなくてどうする？」

「私には、ドム様がいらっしゃいます。今までも、これからも──」

「馬鹿ばかしい。俺は現実の話をしておるのだ。おまえの夢物語などに、付き合っていられるか。どうじゃ、前々からの話通りに、俺の屋敷に来ぬか。こんな粗そ末まつな部屋住みの巫み女こより、立派な暮らしをさせてやるぞ」

「お帰りください」

　と、サリアはきっぱりと言った。彼女にしては、強い語気と、凜りんたる威い厳げんに裏打ちされた、言葉であった。

「私の気持ちは、変わりませぬ。どうか、お引取りを。クルガン様、人間はどのような境きよう遇ぐうにあっても、人間らしく生きたいものですわ。私は落ちぶれても、人の道も弁わさまえぬ獣けものに身を委ゆだねる気には、到とう底ていなれませぬ！」

「ええい、言わせておけば！」

　と、ついにクルガンは、意い馬ば心しん猿えんを露あらわにした。

「ならばこの場で、想おもいを遂とげるのみ！」

「お離しください。御ご無む体たいな！」

「逃げるな。呼んでも叫んでも、誰も来ぬわ」

「なりませぬ！」

　サリアは隠かくし持った短刀で、クルガンを突いた。予想だにしなかった乙おと女めの反撃に、

「うっ──！」

　とクルガンは、斬きられた頰ほおを押さえる。

「この女あま！」

　が、彼がその邪よこしまな想いを遂げることは、永久になかった。

　力まかせに抱き寄せようとした胸の中で、サリアはくたっとなっていた。その胸に短刀が突き刺さり、ローブの胸に、見る見る朱あかい花が咲き広がった。

「ちいっ！」

　クルガンは舌打ちした。

「自じ害がいしよったわ。今時古風な女だ。しかしこれでは、元も子もない……」

　嘆なげいても遅い。その瞬しゆん間かんであった、吐き棄すてて立ち去ろうとするクルガンの目の前で、ドアが勢いよく開いたのは──。

「サリア！」

　彼は叫びつつ、喜色を満面に湛たたえて飛び込んで来た。

「サリア、喜んでくれ。生きて還かえれたぞ。約束通り、結婚しよう！」

　その途と端たん、彼はクルガンと目が合った。

「げえっ、ドム！」

「これは、神しん官かんクルガン殿……」

　咄とつ嗟さに事態が呑のみ込こめず、ドムは首を傾かしげた。真しん紅くの巻毛が、房ふさのように揺れた。

「どうしてかような所へ──？」

　ドムは何気なく、ベッドを見た。

　そして、そこに仰あお向むけに倒れているサリアと、その胸に刺さっている短剣とを見て、瞬しゆん時じにしてすべてを看みて取った。

「サ……リア……」

　彼の中で見えない何かが、誰の耳にも聞こえない轟ごう音おんを発して、切れた。

「サリア……」

「あわわ……」

「クルガン」

　ドムはキッとなって、クルガンを振り向いた。これほど恐ろしい怒りに燃えた目を、クルガンは見たことがなかった。そして、それが彼の、この世での見み納おさめとなった。

「ひいい……」

　腰が抜け、這はって逃げようとするクルガンを、ドムは物も言わずに蹴け倒たおし、踏みつけた。

「貴様だな。魚ぎよ雷らい発射管に細さい工くをしたのも！」

　クルガンはその眼光に気け圧おされ、無言でこく、と、頷うなずいた。

「た、たす……」

「その事なら、許す！」

　と、ドムは言った。

「現に俺はこうして、生きて還かえれたのだからな。だが──」

　と、横目でサリアの骸むくろを見た。

「これだけは、絶対に許せん」

　ドムは、剣を抜いた。

「汝なんじの、命もて贖あがなえ！」

　一撃で、胸まで貫つらぬき通した。

「ぐはっ！」

　血ち反へ吐どを吐いて絶命したクルガンを、ドムは汚けがらわしいものでも扱あつかうように、蹴け飛とばした。

「その腐くさり切った魂たましいの百や二百で、到底贖えるものではないがなッ！」

　しばらくは肩で大きく息をしていたドムの手から、血ち塗ぬれた剣が床に落ちた。

「おお、サリア……」

　彼はベッドに歩み寄り、その骸にしがみついた。

「サリア、サリア。おおお！」

　獅し子しも哭なくことがある。しかしその奔ほん流りゆうのような涙も、渇かわいた心を癒いやしてくれることはないであろう。ドムはいつまでも、号泣し続けた。




「クルガンめ、なんというぶざまな死に様ざまじゃ！」

　宰さい相しようワングは、クルガン死すとの報告を聞くなり、吐はき棄すてるように言った。

「姦かん通つうの現場を、男に踏ふみ込こまれただと？　たかが女一人のために、命を落とすとはな。貴様には、まだまだ利用価値があったものを、その程度のつまらぬことで斃たおれるとは、所しよ詮せんはその程度の漢おとこか……」

　衝しよう撃げきから次の瞬しゆん間かんにはもう、彼の頭からクルガンを惜しむ気持ちは、きれいさっぱり消えていた。

「それにしてもル・バラバ・ドムめ、足をつけて還かえるとは悪運だけは強い奴やつ……」

　もっと悪運の強い自分のことは棚たなに上げて、ワングは言う。

「今のうちに摘つんでおかねばなるまい。次は誰だれを差し向けようか？　クルガンの後あと釜がまも、捜さがさねばならぬし……」

　ワングも悪事と謀はかりごとにおいては、多た事じ多た端たんであると言えた。

「バラゴム！」

「ははっ！」

　廷てい臣しんたちの列の末座近くから、一人の男が進み出た。頭を剃そって、クルガンと同じく、神しん官かんの恰かつ好こうをした男だ。だが身分は、クルガンよりもはるかに低い。その顔立ちと体格とは、ラアルゴン人と地球人との特とく徴ちようを、おのおの半々に備えていた。

「貴様に出番を、くれてやろう。うまくすれば、正規の神官に取り立ててやらんこともないぞ」

「はい……」

　混こん血けつの神官は、卑ひ屈くつに頷うなずいた。おそらくその特異な境きよう遇ぐうから、人生の前半において幾多の辛しん酸さんを嘗なめ続けてきたに違いない男であった。彼を見る周しゆう囲いの目も、好意的ではない。彼はどこにあっても、異い端たん者しやである運命を、生れながらに背負わされていた。

「貴様のあの特技と、自慢の玩具おもちやを使う、よい機会じゃ。ドムを殺せ。そしてその首を、ワシの前に持って来い。唾つばしてやろう」

「ははっ」

　バラゴムは頷き、一礼した。

「一命に代えても……」

「その言葉、ゆめ忘れるなよ」

　ワングは嗤わらった。

「それでこそ、持て余し者の貴様を、食しよつ客かくの列に加えて、厚く遇ぐうしてやった意味もあろうというもの。失敗は許さぬ、断じて！」

「御ぎよ意い」

　返事とともにバラゴムもまた、影のように消えた。

「ふん、いつ見ても陰気な男よ」

　ワングは吐き棄てるように、その影を見送った。

「しかし、あのバラゴムに命を狙ねらわれては、いかに悪運強いドムといえども、たまったものではあるまい。ふふ……、なにやら奴に、同情したくなった」

「あの男は、地球人との……」

　廷てい臣しんたちの、一人が訊きいた。

「ああ地球人の血が混じっている。母親が、地球人だったらしい」

　ワングは言った。

「しかし奴の心は、純血のラアルゴン人以上に、ラアルゴンに近い。すべての地球人を、憎ぞう悪おしておる。いずれ使えると思うて、飼かっておった」

「奴の特技は？」

「奴自身は、毒どくを塗ぬった含ふくみ針ばりを使う。百発百中じゃ。しかし、奴の暗あん殺さつ技ぎの本当の恐ろしさは、別にある」

「それは──？」

「奴の異い名みようを、知っておるか？　人形使いのバラゴムと言うのじゃ」

「人形使い？」

　廷臣たちは、それぞれに首を傾かしげた。

「どんな暗殺の手て管くだか、見当もつきませぬな」

「今にわかるよ。あれは確かに、芸術品の名に値するだろうて。ふふふ……」

　不ぶ気き味みに嗤わらうワング。ドムの命も、旦たん夕せきに迫った。

「バラゴムなら、期待に応えてくれよう。ああ、ドムの首に唾つばをひっかけてやるのが、楽しみじゃ」




「何と言っていいのか、わかりません」

　城下の酒場。それも場末の、かなり人じん気きの悪い店である。酔すい客きやくが枕まくらを並べて討ち死にしているようなカウンターで、ベギン・ハン・ゾッドはドムに酒を注ついでやりながら、言った。酒と言うより、ほとんどフレーバー入りのアルコールと言ったほうが近い。それでもル・バラバ・ドムは、酔よえずにいた。酔えるわけがない。

　死人は酒に酔わないが、少なくとも今のドムは、精神的には死人であった。

「慰める言葉もありません」

「慰めなど要いらん。慰めて欲しくなど、ない」

　据すわった目で、ドムは言った。それでいてどこか焦しよう点てんが定まらぬ、いつも通りのクリムゾンの瞳ひとみである。

「いや、そもそも慰めることなど、不可能なのだからな」

「自や棄けになっちゃ、いけません。くれぐれも……」

「自棄になど、なってはいない」

　ドムは言った。

「自棄になれるなら、なりたい。それが出来れば、どんなに楽か──。しかし、それすら叶わぬのだ」

「たぶんいちばんいいのは、そっとしておいてあげることなんでしょうね……」

　飲むそばから酒を注つぎ足しながら、ゾッドは言った。この男にもこんな優しい一面があったのかと、今のドムさえ驚くほどだった。

「しかし、そうもいきません」

「グロム・ハスが生きていたら、いい話相手になってくれただろうに……。奴も最愛の女房に、先立たれていたそうだからな」

「確かに奴なら、今の艦長のお気持ちを、少しは楽にしてくれたかも知れません。惜おしい漢おとこを亡なくしたものです」

「誰もみんな、俺の側から逝いってしまう……」

　しみじみとドムは言い、忠実にして勇ゆう敢かんな副官を見た。

「おまえは逝くなよ、ゾッド」

「逝きません」

　頷うなずいてゾッドは言った。

「ドム艦長こそ、まさかとは思いますが、一人で逝ったりはしないでくださいよ。皆が悲しみます」

「安心しろ」

　ドムは寂さびしく笑った。実体のない、空くう虚きよな笑いであった。

「俺は死んだりはしない。ワングの糞くそ坊ぼう主ずを、この手でぶち殺すまではな」

「いい心掛けです」

　ゾッドは笑った。

「及ばずながら、私もその企たくらみに、荷か担たんさせていただきます」

「有り難がたい。だがワングを殺すのは、この俺だ。邪じや魔まする奴は、それがおまえでも殺す。わかってるな、ゾッド」

「心得ておりますとも」

　そう言って、ひさびさに自分のための一杯を、彼は足した。

「サリアはいい子、でしたなあ……」

「言葉でそう言ってしまうと、それだけになってしまうようで、俺は言いたくない」

　ドムは言った。

「サリアのよさは、言葉などでは到とう底てい言い現せぬ。俺はあいつに出で逢あったとき、生れる前に失くしていた、自分の半分に巡り逢あったような気がしていたのになあ……」

　ドムは言った。泣いていた。

「酒が足りん」

「はいはい」

　ゾッドはポケットからゴザマルク銀貨を出して、カウンターに置いた。

「もう一本くれ」

　軍人上がりらしい義手のマスターが、酒さか瓶びんをドンと、カウンターに置いた。

「艦長さん」

　意外な声に振り向くと、若い女が立っていた。美人だった。ラアルゴン人には珍しく、赤毛ではなく、漆うるしを塗ぬったような髪の色をしている。まるで地球人の女だが、しかしまさか、地球人がこんな所にいるはずがない。

「なんだ？」

　ドムは焦しよう点てんの定まらぬ目で、女を見た。整いすぎるくらいに、整った顔だった。まるで熟じゆく練れんの人形師の手による、精せい巧こうな絡から繰くり人形のような印象を与える。

「艦長さん、ル・バラバ・ドムね」

「そうだが……」

　ドムは不ふ思し議ぎな想おもいで、彼女を見た。

「なぜ俺の名を、知っている？」

「よかった」

　質問には答えず、女は微笑ほほえむ。

「あのね、艦長さんのことを、呼んでいる人がいるよ。頼まれたんだ」

「なに？」

　ドムの端正な眉まゆが、ピクンと動いた。

「誰だ」

「店の裏の路地に、いるよ。折入って、話したいことがあるんだって」

「艦長」

　ゾッドが言った。

「これは罠わなです」

「わかってる」

　ドムは微笑んだ。

「だがな、ゾッド。今の俺は、罠と知りつつ敢あえて、虎こ穴けつに飛び込こみたい気分なんだ」

「だったら私も、一いつ緒しよに飛び込みます」

「一人で来てくれって」

　女が言った。

「一人で来なきゃ、話せないって」

「罠にしても、あからさますぎる」

　ドムは肩をすくめた。

「心配するなゾッド、俺はこんなところで、死にやせん」

「しかし……」

「案内するよ。私と一緒に来て」

「というわけだ。待っていてくれ」

「10分待って帰って来なけりゃ、『ザグーン』の乗組員全員で、助けに行きますよ。いいですね」

「心配ないよ」

「心配です」

　ゾッドはベルトからレイガンを抜いて、ドムに手渡した。

「万が一のために、こいつを持って行ってください」

「ありがとう」

　ドムは言った。

「恩に着るよ」

「着なくていいから、生きて帰ってくださいよ」

「ああ」

　微笑ほほえむドムであった。

「待たせたな。行こうか」

「うん」

　女は頷うなずいた。

「こっちだよ」

　暗い路地の先は、廃はい屋おくを潰つぶしたのであろう、ちょっとした広場になっていた。周しゆう囲いの壁が高い。

「なるほど」

　と、案内されて来たその場所を一目見るなり、ドムは言った。

「俺を始末するには、恰かつ好こうの場所というわけだな」

　笑っていた。

「おい」

　ドムは暗がりに向けて呼びかける。

「罠わなと承知で、出向いてきてやったぞ。姿を見せろ、ワングの手先め」

「自分から嵌はまるとは、殊しゆ勝しような奴よ」

　神しん官かんの法衣を着た、中年の男が闇やみの中から進み出た。テカテカに剃そった頭が、鈍にぶい光を反射して不気味だ。

「なるほど。俺が坊主を嫌いなのを知ってか、絶ぜつ妙みようの人選だ」

　ドムは不敵に笑う。

「だが相手が悪かったな、糞くそ坊ぼう主ず。今の俺は、ワングの息のかかった人間なら、誰彼構わず片っ端から殺してやりたい心境なのだ。覚悟は出来ているか」

「だろうと思って、露ろ骨こつな罠を仕掛けてみたが、まんまと効を奏そうしたようだ」

　坊主は言った。

「ル・バラバ・ドム。やはり最愛の者を失って、心乱れているようだな。俺にはわかる」

「だが、貴様にも誤ご算さんがあった」

　マントの下で、レイガンの銃じゆう把はを握りながら、ドムは言った。

「そういう状態になった奴は、怖いのだ。なにしろ命が惜おしくないのだからな」

「わかっているよ、ドム艦長」

　坊主は嗤わらった。

「だがあんたは、やって来た。あんたに勝ち目はない。覚悟してもらおうか」

「お気をつけください、バラゴム様」

　あの女が言った。

「この男は、レイガンを持っています。マントの下に、エネルギー反応があります」

「よくやったぞ、ハルミ」

　バラゴムは目を細めて言った。

「だが心配するな。レイガンなんぞ、俺は怖くはない」

「まだ武器を隠かくし持っているかも知れません。微妙な反応が……」

　ハルミと呼ばれた女は言った。

「ふ、そうか──」

　ドムが笑った。

「どうも妙だと思った。この女は、アンドロイドか……」

「今頃気づいても、遅い」

　バラゴムは口をすぼめた。ヒュッという音とともに飛び出した鈍にぶい閃せん光こうを、ドムは咄とつ嗟さにマントの裾すそで払った。目を狙ねらって放たれたそれは、毒どく針ばりであった。

「古風な手だな」

　ドムはレイガンを抜いた。

「腕はどうやら、合格点だ。だが達人ほど、急所しか狙ねらわず、おまけに狙いも正確なぶん、避さけやすい」

「どうかな」

　バラゴムは素早く、位置を変えた。

「遅い！」

　そこを狙って、ドムはレイガンを放った。ビームの光条はしかし、バラゴムの法衣に当たって虚むなしく拡散する。

「なに──？」

「言ったはずだぞ、俺にレイガンは効かんと！」

　勝ち誇るバラゴム。

「なるほど、磁じ器きによる防護シールドか」

　ドムは唸うなった。

「たいした手品だ。だがあくまで、手品だ」

「ほざけ！」

　吠ほえるバラゴム。毒針の第二波を、ドムは巧たくみに躱かわした。

「毒針と防護服とガラクタ人形が、貴様の拠より所どころか」

　ドムは足場を変える。

「だが俺には、通用せんぞ！」

「よくも──」

　バラゴムは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで叫んだ。

「俺のハルミを、ガラクタ呼ばわりしたな。ハルミ、おまえの能力ちから、見せてやるがよい」

「はい。バラゴム様」

　瞬しゆん間かん、人間にはありえない動きで、ハルミは跳ちよう躍やくした。咄嗟に躱したつもりが、ドムのマントはスッパリと斬きられている。両の掌てのひらから、仕し込こみ杖づえのように刃が伸びていた。またすぐに、反復の跳躍で、攻撃が来る。ドムは紙かみ一ひと重えで躱した。髪の毛を何本か、斬られたようだ。

「いつまで逃げきれると思う」

　バラゴムは笑って言った。

「この毒針にも、ハルミの刃にも、惑わく星せいメネキス産の沼サソリから抽ちゆう出しゆつした、アルカロイド系の猛もう毒どくが塗ってあるのだ。ちょっとでも掠かすれば、命取りだぞ」

「あらかたそんなとこじゃないかと、思っていたよ」

　ドムは微笑ほほえむ。

「能のう書がきの多い殺し屋に、優秀なのがいたためしはないと言うぞ」

「おのれ、口数の減へらぬ奴！」

　バラゴムは激げき怒どした。

「もう手加減はせぬ！」

　バラゴムが次の含み針を吹くと同時に、ハルミは大きく跳躍した。

　ル・バラバ・ドム、絶体絶命──。














第六章　ふたつの忠誠









　ドムにとって、それは生しよう涯がいにおける最大の危機であったかも知れない。少なくとも、彼個人に対して明確な殺意を持ち、直接に危害を加えようとした敵としては、最強の存在であったと断言してよかろう。バラゴムとアンドロイドのハルミとは、それほど絶ぜつ妙みようのチームワークを持った、恐るべき暗殺者であった。

　だが、この局面においてさえ、ル・バラバ・ドムは不敵な笑みを浮かべていた。

　いや、むしろ、サリアの死によって抜ぬけ殻がらも同然だった彼に、その一いつ瞬しゆん命の輝きが戻もどったかとさえ見えた。彼は絶体絶命の危機なりに、この戦いを楽しんでいたからだ。

　つくづく彼は、アードラの闘とう神しんの申し子であった。

「来い」

　と、彼は言った。静かな一片の波もない、水面を思わせる表情であった。

「おまえたちもつくづく不運だな。俺おれは今、死んでもいいと思っているのだ。ただ、黙って殺されるつもりはないから、それなりの覚悟を持って、かかって来ることだな」

「もとより──」

　と、僧そう形ぎようの殺し屋、バラゴムは言った。

「その覚悟よ。あんたに個人的な恨うらみはないし、尊敬にも値する奴やつだとは思っているよ。だが、これも宿命でな」

　再び口をすぼめた。

「だから言ったろう」

　その瞬しゆん間かん、ドムは稲いな妻ずまのように身を翻ひるがえし、叫んだ。

「口数の多い殺し屋に、ロクなのはいたためしがないと──！」

　次の瞬間、ドムはバラゴムの、背後に回り込んでいた。

「含ふくみ針ばりという武器が、かえって仇あだになったな。吹き出すタイミングを、敵に読まれてはしまいだぞ」

　冷たく光るレイガンの銃じゆう口こうが、バラゴムのこめかみに押し当てられた。

「どうだ、この状態でも防護シールドが効くかどうか、試してみる勇気はあるか？」

「く──」

「言い忘れたが、いったん銃爪ひきがねにかかると、俺の指はとてもよくすべってな、俺の制止すら、聞かんのだ」

「これで勝ったと、思うなよ」

　と、バラゴムは嗤わらって言った。

「たとえ俺を殺しても、ハルミが必ず、貴様を殺す」

「陳ちん腐ぷだな」

　ドムも笑った。

「もうちょっとましな、辞じ世せいの句はないのか」

「わからんな」

　と、バラゴムは言った。

「なぜひとおもいに、殺さない」

「貴様を殺してサリアが生き返るなら、喜んでそうするだろう、何度でもな」

「…………」

「くだらぬ感傷だと、笑いたければ笑うがいい。だが、サリアに死なれた今の俺は、言わばル・バラバ・ドムの抜ぬけ殻がら。もはや生きる目的は、ワングとその一味を、一人残らずぶち殺してやることだけなのだ」

「殺せ！」

　とバラゴム。

「この上俺に、生き恥はじをかかすな」

「そうしてみても、つまらん」

　ドムはやにわに、レイガンを収めた。

「殺すには、惜おしい男だ」

「うぬ」

　バラゴムは体を入れ替かえ、ドムの腕から逃げた。

「それで俺に、情けをかけたつもりか。片腹痛いわ！」

「俺を殺したければ、殺すがいい」

　ドムは無防備な姿勢になった。

「正直俺は、何もかも馬ば鹿からしくなった。ワングを殺したところで、サリアが喜んでくれるとも思えん。俺を殺してもいいぞ、バラゴムとやら……」

「そうか、ならば望み通り……」

　と、口をすぼめ必ひつ殺さつの毒どく針ばりを吹きつけようとしたバラゴムだが──、

「いや、やめた」

　何を思ったか、こちらも警けい戒かいの姿勢を解といてしまった。

「無防備の相手を殺したとあっては、この俺のプライドに傷がつく。それに、一度は勝負あったのに、命を救われた。その上あんたを殺しては、二重に俺は不ぶ様ざまではないか」

「殺し屋風ふ情ぜいのくせに、プライドだけは高いのだな」

「まだある。俺は、強い奴を殺すのは好きだ。命乞いをするような情け無い奴も、容よう赦しやなく殺せる。だが、無防備な、自殺志願者を殺しても、面おも白しろくもなんともない」

「ふむ……」

「あんたは面白い奴だよ、ル・バラバ・ドム。少なくともあのワングよりは、数倍好きになれそうだ」

「俺もだ、バラゴム」

「もうあんたの、命を狙ねらったりはしない。安心してくれ」

「これからどうする？」

「ワングは任務に失敗した俺を、許すまい」

　と、バラゴムは言った。

「どこかの辺境の星に逃げて、ハルミと二人で、のんびり暮らすよ。なに、心配するな。俺はもともと、辺境生れなのだ」

「そうか……」

「艦長！」

　血相を変えたベギン・ハン・ゾッドが、数人の部下を従えてやっと駆かけつけたのは、その時であった。

「御ご無ぶ事じで？」

「おう、ゾッドか。遅かったな」

　と、ドムは笑顔で言った。

「もう全部、済んでしまったところだぞ」

「こいつ、艦長を──！」

「いいんだ」

　と、ドムは言い、バラゴムに向き直った。

「バラゴム、貴様の生れ故郷は、どこだ？」

「惑わく星せいメネキスだ。人生のほとんどを、そこで過ごした」

「ではラアルゴンの気候は、肌はだに合うまい」

「この星は暑すぎるし、なにより空気の組そ成せいが、気に入らん」

　と、バラゴムは言った。

「できるものなら、メネキスに帰りたいものだが……」

「ゾッド」

　と、ドムは言った。

「はい艦長」

「こいつらを、メネキスまで密みつ航こうさせる手て筈はずを整えてやれ」

「はい。ですが……」

「いいんだ」

「ドム……」

　バラゴムは不ふ思し議ぎそうに、ドムを見た。

「なぜだ。命を狙ねらった俺を……」

「別にお互い、恨うらみはない。そう言ったではないか」

「だが──」

　と、バラゴムは言った。

「俺は今まで、他人から優しくされたことは一度もなかった。それなのに、命を奪うばおうとした俺を、あんたは助けるというのか……」

「多少の打算が、ない訳わけではない」

　と、ドムは正直に言った。

「いつか……、貴様の気が変わってからでいい、俺に力を貸してくれたらと思ってな。なに、あまりあてにはしていない。ただ、なんとなく貴様が、好きになれそうでな」

「俺もだよ、ドム艦長」

　微笑ほほえんで、バラゴムは言った。

「優しくされるというのは、妙な気分だな。人に惚ほれ込こむというのも、妙なものだ。だが、わかったよ。俺はあんたに、忠誠を尽くそう」

「バラゴム……」

「あんたのためなら、打算抜きで、何かしてやりたい。もっとも俺には、人を殺すしか、能はないがね」

「よかろう。その忠誠、いつかきっと、俺のために役立ててくれよ」

　二人はもどかしそうに、握あく手しゆを交わした。

「一いつ件けん落らく着ちやく、ですな」

　笑いながら、ゾッドが言った。

「で、これから、どうします？」

「さあな」

　と、ドムは言った。

「忠誠を誓ってくれる部下は大勢いるが、今の俺に、取り立てて人生の目的とか言えるものは何もない。さて、どうすればよいのか……」

「では」

　と、ゾッドは言った。

「艦長御自身が、今度は誰かに忠誠を尽くされればよろしい」

「難むずかしいな」

　と、ドム。

「ロナワー提てい督とくは尊敬しているが、忠誠を尽くすというのとはやや違う。畏おそれながら皇帝陛下は論ろん外がいだし、ワングは論外以前の問題だ。今の帝国に、この俺が忠誠を誓うに値する人物となると……はて、難しいな」

　若き艦長は苦笑した。

「どうなることやら……」

「艦長！」

　そこへさらに、数人の部下たちが駆かけ込こんで来た。

「一大事です！」

「うろたえるな。一大事はもう終わった」

　笑いながらゾッドが言うのを、

「違います！」

　と、息をきらしながら部下は言った。

「違うんです……実は……」

「なんだ？」

「皇帝陛下が……崩ほう御ぎよされました」

「なに！」

　これにはゾッドやドムはおろか、バラゴムまで驚いた。

「お隠かくれになった？　で、御病気か？」

「違います……」

　と、部下は首を振り、

「暗殺されたのです」

「暗殺！」

　ドムは二度、仰ぎよう天てんした。

「暗殺とは、どういうことか？」

「地球人どもに……。和平交渉で惑わく星せいカイヒンに向かう途中で、御用船『ル・クト・ゴザ』が爆破されたのです」

「なに！」

「地球人どもめ！」

　ドムは怒りを露あらわにした。

「許さぬ！」

「そればかりか、皇帝陛下と御ご一いつ緒しよに、皇后ミライザ様も、皇太子バスタップ殿下も、ソミュア殿下まで……」

「なんだと！」

　ドムは唇くちびるが破れるほどに、怒りを嚙かみしめた。

「そこまでやるか、極ごく悪あく非ひ道どうの地球人……。これで帝国には、陛下の直系の男子はおらぬではないか」

「これで、せっかくの和平の気風が……」

「和平など、冗じよう談だんではない！」

　ドムは叫んだ。

「地球人どもめ、最初からこれを狙ねらって、偽いつわりの和平交渉を仕し組くんだのだ。こうなれば、奴らを根ね絶だやしにするまでのことだ！」

　ドムの叫びは、ほとんどのラアルゴン人に共通する決意でもあった。

「で、次の陛下は、誰になるのだ？」

「さあ……それは……」

「皇家で只一人生き残られたアザリン妃殿下はまだ御幼少ではあらせられるし、しかも女児ではないか」

「おおかた、どこかの公こう爵しやく家から、お迎えになるのではないでしょうか？」

「いずれにせよ……」

　と、ドムは言った。

「あのワングめが、口出しせずにはおくまい。今まで以上に傀かい儡らいの皇帝になることは必ひつ定じようだ。ワングにとっては願ってもない状じよう況きようになってしまったな。まさかワングめ、裏で地球人どもと、つるんでいるのではあるまいな」

「そこまでは、まさか……」

　ゾッドが言った。

「いずれにせよ、ドム艦長」

　口を開いたのはバラゴムであった。

「この先ますます、ワングの宮廷での発言力は、強まりますぞ。事実上、奴が皇帝になったも同じ……」

「うむ」

「置き土産みやげに、ひとつ、申しておきましょう」

「なんだ？」

「あなたのために、なることです。次の陛下になるべき人を、あなたは御自身の目で、確かめてごらんになられるといい。あなたのその緋あかい目は、何よりも確かです」

「わかった」

　ドムは頷うなずいた。

「そうしよう。ありがとう、バラゴム」

「私はメネキスに戻もどって、ハルミと余生を過ごします」

「壮そう健けんでいろよ」

「いつの日か、また逢あえる日を、楽しみにしております」

「ああ。俺もだよ」

　獅し子しの瞳ひとみは、今は遠くを見ていた。




「次の皇帝陛下は、アザリン様だ」

　と、いまや事実上、帝国の最高権力者となった宰さい相しようワングは言った。

「第二十七代、ゴザ十六世陛下となられる。むろん、陛下はまだ八歳と若年ゆえ、このワシが摂せつ政しようとして、後見人に付く。意義はなかろうな」

　居並ぶ廷てい臣しんたちの中に、誰も反対する者はいなかった。

「では会議はこれで終りだ。新陛下を呼んで参れ」

　肉親をいっぺんに失った、哀れな少女が呼んで来られた。

「陛下」

　ワングを筆ひつ頭とうに、数百の廷臣が一いつ斉せいに、この新しい皇帝陛下に向かって跪ひざまずく。その光景はあまりにも奇き異いであった。

「ゴザ十六世陛下に栄光あれ！」

　八歳の少女は、事態を把は握あくしきれず、キョトンとしていた。

「陛下の冠かんむりと、錫しやく杖じようをこれへ」

　新陛下の頭に、皇帝の知恵を象しよう徴ちようする宝ほう冠かんが被かぶせられ、その手には皇帝の権力を象徴する、錫杖が握らされた。

　茶番なりに、荘そう厳ごんな戴たい冠かん式しきであった。

「今日より我々は、陛下のためにこの命、いつでも投げ出す覚悟でございます」

　ワングが心にもないことを、しかし丁てい重ちように述べると、それに呼応して、

「万歳！」

「皇帝陛下万歳！」

「ゴザ十六世新陛下、万歳！」

　という叫びが宮廷に反響した。

　万歳の輪は、宮廷を中心に、たちまち波は紋もんのように広がってゆく。

「ゴザ十六世陛下の御み代よじゃ！」

「それにしても、なんと凜り々りしくも、愛らしい皇帝陛下じゃ」

「それに、若年ながらあの利発そうなこと……」

「これで帝国も、安あん泰たいじゃ」

　戴冠式の様子を、街頭の立体テレビで見ながら、市民たちが叫ぶ。

「皇帝陛下万歳！」

　その市し井せいの人々の中に、ル・バラバ・ドムもいた。

　声もなく、立体スクリーンに映し出された、ゴザ十六世陛下の龍りゆう顔がんを見上げる。

「艦長……」

　と、隣となりにいたゾッドが、不ふ思し議ぎそうにドムを見た。

「どうかなさったんですか？」

　だがドムは、訊きかれた事にも気がつかない。目は虚うつろであった。

「なんと……」

　と、ドムは言った。

「こんなことがあるのか──」

　彼の目は、ゴザ十六世を凝ぎよう視ししている。

「サリアに生き写しではないか……陛下……」

　彼は無意識に、その場に跪ひざまずいていた。

「陛下……。ル・バラバ・ドム、陛下に一生の忠誠を捧ささげます」

「艦長」

　ゾッドがきまり悪そうに言った。

「どうしたっていうんです、艦長。立ってくださいよ。こんな街中で……」

「新陛下万歳！」

「ゴザ十六世陛下、万歳！」

　人々の熱狂は、ただでさえ赤せき色しよく巨きよ星せいＡＲＡ―Ⅲの影響で暑いこの星を、さらに熱くしていった。




「地球を討つ」

　と、ナク・ラ・ワングは言った。

「先の陛下を騙だまし討ちにした、暴ぼう虐ぎやく非ひ道どうの地球人類どもを、この宇宙から放ほう逐ちくし、根ね絶だやしにするのだ」

　新皇帝の玉ぎよく座ざの脇わきに立ち、まるで自らが皇帝でもあるかのように、彼は熱弁を奮ふるった。

「私は陛下の意志を代弁する者じゃ。皆、賛同してくれような」

「意義なし！」

「地球人どもを、根絶やしに！」

「新皇帝陛下に、天も御味方しましょうぞ」

　万座の一致を見た。あの国防長官ユッター・ド・ロナワー提てい督とくでさえ、今回は反対する理由がなかった。

「まあ、この提案で気に入らぬことがあるとすればひとつだけ……」

　と、彼はこっそり、言ったそうである。

「ワングめの発案によるという、ただそれだけのことかな」

「陛下」

　と、ワングは新皇帝に向き直った。

「臣下の意志は、ひとつにございます。ここはどうか、亡なき父上様や母上様、兄君様たちの弔とむらい合戦に、御同意を……」

「ワング……」

　と、皇帝は、宰さい相しようを見上げた。巨大な玉ぎよく座ざに対し、彼女の体はあまりにも小さすぎた。

「それは亡き父上や、母上の御ご遺い志しでもあるのか？」

「むろんでございます」

　ワングは畏かしこまった。

「さあ、どうか是ぜと、お答えくださいませ」

「諾よし」

　と、アザリンは言った。

「それで天宮の父上らが喜ばれるなら、そうしよう」

「陛下は御ご承しよう諾だくなされたぞ！」

　ワングは叫んだ。

「ただちに出撃可能な全艦隊を集結させ、地球人どもを徹てつ底てい的に叩たたくのじゃ。この機を逃しては、ならん！」

　オーッという、怒ど号ごうのような大だい喚かん声せいが巻き起こった。

「ラアルゴン万歳！」

「陛下の軍に、栄光あれ！」

「地球人を、根ね絶だやしにせよ！」

　車輪は勢いよく、動き出した。もう誰にも、止められない。

「これでよいのか、ワング」

　と、ゴザ十六世はワングを見た。

「はい。結構至し極ごくに存じます。あれ以上の見事な御言葉は、ございませぬ」

「では、もう退さがってもよいか？」

　と、少女の顔に戻もどるアザリン。

「あたし……朕ちんは少し、ペットと遊ぶ」

「結構でございます。ささ、お疲れでしょう。誰か、陛下をお連れしろ」

　侍じ女じよたちがかしずく。その背中を、ワングは見送りながら、

「ふ、やはりまだまだ子供よ……」

　と嘯うそぶいた。

「ま、だからこそ陛下になっていただいたのだがな。玩具おもちやさえあてがっておけば、造ぞう作さもない」

「ワング殿」

　ロナワー提てい督とくであった。

「おお、これはロナワー長官ではないか。どうなされた」

　しらじらしい顔で、彼は言った。

「アザリン様を陛下に据すえて、願ったり叶かなったりといったところかな、ワング」

　ロナワーは彼を、睨にらみ据えた。

「な、なんのことかな……」

「だが、勘かん違ちがいなさるな。アザリン様、ゴザ十六世陛下は、貴公の傀かい儡らいに収まるような、御方ではないぞ」

「なに？」

　ワングの薄い眉まゆが、小こ刻きざみに震ふるえた。

「なんのことだ」

「あの御方は、幼いながら龍りゆうじゃ。まことの陛下と、なられるために生れた御方じゃ。貴公はまだ幼いと思って自分の傀かい儡らいに据すえるつもりで、もっとも傀儡に不向きな御ご気き性しようの方を、陛下にしてしまったのじゃ。まさに自じ業ごう自じ得とく……」

「な、何を言う──！」

「まあこれ以上は言わずとも、じきにわかろう。身をもって、知るがよい。ああ、愉快じゃ。ひさしぶりに溜りゆう飲いんが下がったわい」

「おのれ……」

　ワングの握った拳こぶしが震ふるえた。

「目障りじゃ、消えろ」

「言われなくとも消える。今に吠ほえ面づらかくな、奸かん物ぶつ宰さい相しよう……。ああ愉快愉快……」

「おのれロナワーめ！」

　と、ワングは吐はき棄すてた。

「股こ肱こうと頼むドムもろとも、次の戦いくさで始末してくれるわ。ザンゲ！」

「はっ！」

　一人の武官が、進み出た。

「貴様を先せん鋒ぽう艦隊の、目付役としてロナワーに付ける。わかっておろうな」

「しかと──」

　ザンゲは畏かしこまった。

「隙すきを見て、ロナワーを消せ。ついでにあの目め障ざわりな、ル・バラバ・ドムもな。なに、どうせ戦場じゃ。思わぬ方向から弾が飛んで来るのは、よくあることじゃ」

「その通りで、ございます……」

　血色の悪い顔に不ぶ気き味みな笑みを湛たたえて、ザンゲは言った。

「ロナワー提てい督とくは、名誉の戦死を遂とげられましょう」

「そちの凱がい旋せん、期待しておるぞ」

　ワングは言い、それから仮面の下で嗤わらった。




「それにしても、似ている……」

　ペットの毛玉獣ムバツプと遊ぶ皇帝陛下を物陰から見つめながら、ル・バラバ・ドムは息を呑のんだ。世にこれほど似ている他人が、またとあろうか。

「あの目、あの眉まゆ、あの唇くちびる……、見れば見るほどサリアと瓜うり二つではないか。雛ひな形がたを見るようだ」

　二重のうしろめたさに捕われながらも、ドムはその場を離れることができずにいた。

「サリア……。おまえの導きなのか。この新しき陛下に、忠義を尽くせとの──」

「誰だ！」

　ペットと戯たわむれていた陛下が、不意に立ち上がる。

「無ぶ礼れい者ものめ、姿を見せよ！」

　少女とは思えぬ、鋭い一いつ喝かつであった。惑わく星せいヒンメル産の毛玉獣は、怯おびえたように彼女の背後に隠かくれる。

「ふむ、どうやら暗あん愚ぐではないらしい……」

　と、芝生を這はって逃げながら、ドムは言った。

「おまけに、知恵も、そこそこの威い厳げんもある。まずは合格点かな……」

　畏おそれ多いことに、彼は皇帝を値踏みしていたのだ。自らその忠誠を捧ささげるに足る、器うつわかどうか──。

「消えたか……。不ふ埒らち者ものめ」

　それから皇帝は、怯える毛玉獣に優しく言った。

「よしよし、パカパカ。もう怖くないよ。隠れなくていいのよ、出ておいで」

「ふむ」

　と、ドムは思った。

「凜り々りしいだけではない。優しいところもあるようだな。強きを恐れず、弱い者には寛大か。ワングの傀かい儡らいと思ったが、これは存外、いい陛下になられるかも知れん」

　不ぶ様ざまな恰かつ好こうで中庭を逃げ回りながら、それでもドムは、心中おおいに満足を感じていた。

「これでまた、死ぬわけにはいかなくなったな。ありがとう、サリア……」

　中天にかかる、緋あかき太陽が眩まぶしかった。














第七章　ネプトレウス大戦









「なんということだ？」

　惑わく星せい連合宇宙軍の首しゆ脳のう部ぶが抱いた、偽いつわらざる気持ちというのが、まさにそれであった。

「皇帝陛下の宇宙船を爆ばく破はしたのは、断じて我々ではない。あれは事故なのだ」

　と、何度釈しやく明めいしてみても、通じる相手ではなかった。ただでさえ困難な外交を重ねて、ようやく停戦調停に漕こぎ着けた矢先の、この事故である。

「誤ご解かいが解とければ……」

　だが、いきり立ち、皇帝の弔とむらい合戦に燃えるラアルゴンに、そんな言い訳わけが通用するはずもない。惑星連合艦隊は各星域、あらゆる戦線で打ち破られ、敗走に敗走を重ねた。負け続けなのは以前と同じだが、今回ばかりは勢いというものが違う。まさにラアルゴンは、破は竹ちくの快進撃、逆に惑星連合から見れば、戦線の崩ほう壊かいであった。

「今度ばかりは、負けるかも知れん。負けて何の、不ふ思し議ぎもない」

　とは、惑星連合宇宙軍最高司令長官である、シゲル・ウサミ元げん帥すいの弁である。

「この調子では、敵はあっという間に、地球にまで到達してしまうぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです、閣かつ下か」

　と、参さん謀ぼう本部きっての切れ者と言われる、ススム・フジ少将は言った。

「心配は要いりません」

「何を根こん拠きよに言うのだ。ワシは、慰めの言葉やその場凌しのぎの気安めなど、聞きたくもない」

　と、すっかり憔しよう悴すいしきったウサミ元帥は言った。

「この敵の、勢いを見るがいい」

「確かに敵には、勢いがあります」

　と、フジ参謀は言った。

「ですが、こんな勢いは、いつまでも続くものではございません。衰おとろえるときが必ず来ます。その機を逃さず、一いつ斉せいに反抗に転ずればよろしい。敵は浮き足立ち、総そう崩くずれとなるでしょう」

「ロシアが、ナポレオンやヒトラーを打ち破った作戦だな」

　ウサミ元帥は言った。

「だが、こう言ってはなんだが、我が惑星連合の懐ふところは、そんなに深くはないぞ。敵はあと一息で、地球を陥おとす勢いなのだ」

「一見破竹の快進撃に見えますが、進撃に次ぐ進撃で、敵の補給線は伸び切っております。じきに敵の勢いは、衰えます」

「よし」

　と、気弱で、すべてあなた任まかせのウサミ元げん帥すいは頷うなずいた。

「その言葉を信じたぞ、フジ参さん謀ぼう」

「ありがとうございます」

「君の意見を聞かせてもらおうか。君ならどこで、敵を叩たたく？」

「はい」

　ほくほく顔で、フジ参謀は言った。

「ここです」

　立体スクリーンの天てん球きゆう儀ぎの、一点を指差す。

「ここを置いて、他にはございません！」

「おお、ネプトレウス宙域か！」

　と、ウサミ元帥の顔は輝いた。

「実はワシも、そこしかないと、思っていたのだよ」

　もちろん噓うそである。惑わく星せい連合宇宙軍始まって以来の無能な司令長官と言われるウサミ元帥に、それほどの知恵があろうはずがない。

「各戦線を突破して来た敵の方面軍は、必ずやこのネプトレウス宙域に一旦集結し、補給を整え、艦隊を再編成するでしょう。そこからは一気に、地球です」

「そうなっては困る」

「ですから──」

　と、フジ少将は言った。

「この宙域に突出した敵の背後に、楔くさびを打ち込こみます」

「なに？」

「温存しておいた戦力をすべて結集し、敵の補給線に、天球の北天側と南天側から、それぞれに楔を打ち込んで、補給を遮しや断だん、あとはゆっくりと、包囲殱せん滅めつするのです。名付けて、ツィタデレ作戦」

「おお、素す晴ばらしい！」

　ウサミ元帥は思わず拍はく手しゆした。

「これでどうやら、ラアルゴンめに一ひと泡あわ吹かせてやることができるな」

「はい」

　フジ参謀は得意げに頷うなずく。

「そのためには、可能な限り戦力を温存しつつ、上手に後退させねばなりません。各方面軍の司令官たちには、抵抗せずに、迅じん速そくな撤てつ退たいに努めるよう、指示をお出しください」

「わかった」

「実は、撤退は、進撃の三倍難むずかしいのですがな……」

「各方面軍の司令官たちなら、それくらいのことはやるだろう」

「温存した戦力を再編し、北翼南翼の楔とします」

「さすがはフジ参謀、無む駄だのない作戦だ」

「恐れ入ります」

「だが問題は、楔になる両艦隊の、司令官の人選だな」

「はい」

「これは難むずかしい。まかり間ま違ちがえば、敵は一挙にこちらの防衛線を突破して、地球まで一足飛びに到達してしまう。言わば惑星連合の運命がかかっておるのだ。しかも楔になる艦隊には、それだけの危険も伴う。戦死率も高い。その覚悟があって、しかもこれだけの作戦を任せられる司令官となると……」

「北翼の司令官なら、まず間違いのない人材がおられますが……」

「それは誰かね？　フジ参さん謀ぼう」

「はい」

　と、フジ少将は頷うなずき言った。

「イプシロン方面派は遣けん軍司令官、アドリアン・アンダーソン大将閣かつ下かであります」

「おお、あの男かね」

　ウサミ元げん帥すいは納なつ得とくしたように、何度も何度も頷いた。

「確かにアンダーソンなら、やってくれよう」

　もう老齢だが、その兵たちからの人望の高さには、定評があった。

「彼の下で戦うなら、将兵たちの士気も上がるだろう。早速アンダーソンを、イプシロン方面から呼び戻もどせ！」

「はい」

　頷くフジ参謀。

「残る問題は、南翼艦隊の司令官だが……」

「そうですな。そちらのほうがより問題でしょう」

　フジ参謀も、頭を抱かかえた。

「より強い、敵の抵抗が予想されますし、一旦任命されたら、生きて還かえれる保証は……」

「ハナー中将あたりが、元気ならよかったのだが……」

　ウサミ元帥は渋じゆう面めんを作った。

「誰か、適任はおらんのか？　志願しようかという者は──」

「僭せん越えつながら」

　と、居並ぶ提てい督とくたちの中から、挙きよ手しゆする者がいた。

「他に志願する者がなければ、私が」

「おお、ミフネ中将！」

　ウサミ元帥の表情が、パッと輝いた。

「なるほど、君なら適任だ」

　フジ少将が、一いつ瞬しゆん複雑な表情をした。

「適任……でしょうな」

「死ぬ覚悟なら、いつでもできている」

　と、軍刀を抜きながら、セッシュウ・ミフネは言った。歴とした中将でありながら、今はどこの艦隊の司令官でもない。言わば惑わく星せい連合宇宙軍の中にあって、冷や飯を食わされていた漢おとこだ。あまりに古風な野武士的性格のため、上官や部下との折り合いが悪いというのが、その主たる理由であった。

「それに、万が一敗れるようなことがあれば、おめおめと生き恥じを晒さらすようなこともない。その時は、腹を斬きる」

　抜いた軍刀を振った拍ひよう子しに、勢い余った切っ先が、臨りん席せきしていた提督の頰ほおに血の筋を残した。斬られた提督は、ひっと声を上げて卒倒した。ミフネが窓際に追いやられる理由も、わかるような気がする。

「わかったわかった」

　と、慌あわててウサミ元帥は言った。

「君を南翼艦隊の司令官に任命する。任命するから、剣を収めたまえ」

「有り難がたき、死に場所を……」

　と、紙で血ち糊のりを拭ぬぐって、鞘さやに収めながらミフネ中将は言った。

「失礼した。どうもこの村正は、斬きれ味は抜ばつ群ぐんながら、一度抜くと血を見ずには鞘に収まらぬきらいがあるようだ。かくなる上は、立派に闘って、桜のように潔いさぎよく散って御覧に入れましょう」

『難なん儀ぎな御ご仁じんだ……』

　と、フジ少将は思った。

『あの漢おとこの下でだけは、死にたくはないな』

「ではツィタデレ作戦の遂すい行こうを、決定する」

　と、ウサミ元帥は言った。

「フジ少将、この作戦の立案者は君だ。細かい作戦は、すべて君に一任する」

「はい」

　喜色満面の、フジ参さん謀ぼう少将。

「早速詰つめさせていただきます！」

「頼むぞ。地球の命運は、貴官の双そう肩けんにかかっているのだ」

「それはもう……」

　揉もみ手をしながら、天にも昇る気持ちの、フジ少将であった。




「地球人どもの抵抗が、すっかり弱まったようだな」

　先せん鋒ぽうの艦隊を預る、ユッター・ド・ロナワー提てい督とくが怪け訝げんそうに言った。

「もともと弱い敵だったが、今回はまるで歯は応ごたえというものがない。逃げてばかりいる。おかげでこちらの進撃も、捗はかどるわけだが……」

「地球人が、腰抜けなのです」

　と、ワングが彼に付けた監視役の、ドロワン・ザンゲ提督が言った。

「何の、恐れることがございましょう。このまま一気に地球を陥かん落らくさせるのみ」

「とはいえ、気になる……」

　と、ロナワー提督はあくまで慎重であった。

「陛下よりお預りしたこの艦隊だ。無む駄だに兵を死なす訳にもゆかぬ」

「これは歴戦の勇士、ロナワー提督とも思えぬ気弱な御言葉」

　ザンゲは挑ちよう発はつするように笑った。

「何の地球人ごときが、恐るるに足りましょうや」

「地球人を恐れているのではない」

　と、ロナワー提督は一いつ喝かつした。

「こちらの油断を、戒いましめているだけのことだ」

「…………」

　ザンゲは憮ぶ然ぜんとして、押し黙った。

「皆の意見を聞こう」

　と、ロナワー提督は旗き艦かん『ドローメ』のブリッジに、居並ぶ参謀や、各艦の艦長たちの顔を眺ながめた。

「この地球人の、抵抗の弱さを何と見る」

「畏おそれながら──」

　と、末まつ座ざ近く、挙きよ手しゆする者があった。ル・バラバ・ドムだ。

「おう、ドムか。貴官の意見を聞こう」

「これは、罠わなかも知れません。恐れるほどではないにせよ……」

「罠とな？」

「はい」

　ドムは頷うなずいた。

「貴官がそう見る、根拠は何だ？」

「敵の後退は、敗走ではなく、明らかに撤てつ退たいだからです」

　凜りん然ぜんたる態度で、ドムは言った。

「今までも、崩くずれそうな潰かい走そうではなく、明らかに系統立った、敵にしては見事な連れん携けいで一いつ糸しの乱れもなく、撤退して行きます。おそらく次の作戦があるからでしょう」

「よく見た、ドム」

　と、ロナワー提てい督とくは目を細めた。

「ワシの意見も、それとまったく同じじゃ」

　ほうっという溜ため息いきが、満座から漏もれた。

「で、ドム。貴官ならどう対処する？」

「はい」

　ドムは頷き、言った。

「私なら逃げる敵の、さらに背後に回り込みます。さらに迅じん速そくなる、用兵をもって──」

「回り込んで、どうする？」

「追う本隊と連携して、敵を挟きよう撃げきします。そうして完かん膚ぷなきまでに、叩たたきのめします」

「──なるほど」

　しばしの沈黙を置いて、ロナワー提督は言った。

「それは面おも白しろいかも知れん。ドム、やってみるか？」

「はい」

　魚心あれば水心。ドムの瞳ひとみが、輝いた。

「お許し願えるのならば、喜んで──」

「その作戦には、手勢が要いろう」

　ロナワー提督は言った。

「足の速い、駆く逐ちく艦かんを五隻せきばかり貸し与えよう。存分にやってみるがよい」

「有り難がたき、幸せ」

「他の艦は、ドムの別動隊と連携して、敵を叩く。敵の出方によっては、作戦の全ぜん貌ぼうもわかろう。ドム、期待しておるぞ」

「ははっ！」

『ふん』

　と、ザンゲは心中嘲あざ笑わらった。

『ドムめ、得意の絶頂というところか。だが、俺にしてみれば、貴様を亡なき者とする、絶好の機会到来よ』

　宰さい相しようワングから、隙すきあらばロナワーとドムを殺せとの、密命を受けた、ザンゲなのである。

『貴様が敵の背後に回り込み、攻撃を仕掛けた時が最さい期ごよ』

　と──。

　だがその緻ち密みつな計算に、僅わずかな誤ご算さんが生じた。

　それは意外にも、彼らの敵によってもたらされたのであった。




「敵の小艦隊が、撤てつ退たいする味方の背後に回り込みます！」

　との報告に、

「なに？」

　と、待たい機き中の北翼艦隊司令、アドリアン・アンダーソン大将はその雪のように白い眉まゆを動かした。

「敵もなかなかやるな。こちらの意図を、早くも見抜きよったか」

「ですが後背に回り込んだ敵は、僅かな戦力に過ぎません。包囲して、一気に殱せん滅めつされては？」

「僅かでも、その敵は侮あなどれんぞ」

　と、普段は温厚を絵に描いたようなアンダーソン提督が、険けわしい表情で言った。

「おそらく敵の、精せい鋭えいだろうからな」

「では手をこまねいて、見ていろとおっしゃるのですか？」

「そうは言っていない」

　逸はやる副官に、彼は諭さとすように、

「動くには機があるということだ。今はまだ、その機ではない」

　と言った。

「艦隊はいつでも動けるように、待機させておけ」

　とだけ、命じる。

「南翼の、ミフネ艦隊の様子はどうだ？」

「動きません」

　オペレーターが報告した。

「そうだろう」

　と、アンダーソン提てい督とくは満足げに頷うなずいた。

「そうでなくてはいかん。惑まどわされては負けだ。さすがは猛もう将しようと言われたミフネ提督、ただ勇ゆう敢かんなだけの漢おとこではない。ワシと同じ考えのようだわい」

「背後に回った艦隊に呼応して、敵の主力も動き始めました！」

　オペレーターが叫ぶ。

「味方を分断し、包囲するつもりのようです」

「やはりな」

　と、アンダーソンは頷いた。

「思った通りだ。だがこちらにも、対応する手はあるぞ。いくらでもな」

　白はく髯ぜんの老提督は、伊だ達てに歳を重ねてきたわけではない。

「味方の一部を割さいて、敵に向かわせろ。戦艦は要いらん。巡洋艦の十隻もあればじゅうぶんだろう」

「了りよう解かいしました」

　副官が頷うなずく。

「背後の敵に、向かわせるのですね」

「違うよ」

　と、アンダーソン提督は微笑ほほえみながら言った。

「そんな小さな敵など、相手にする必要はない。ほっておけ」

「で、では……？」

「敵の主力の背後に、回らせるのだ。目には目をだよ」

「はあ……？」

「敵の主力を分断し、逆に包囲するのだ」

「なるほど！　敵と同じことをやるのですね」

「そうだ。それも味方を包囲したつもりの敵を、二重に包囲してやるのだ」

「わかりました。名案です」

「そうでもない。言わばこれは、定じよう石せきだ。自然の流れだよ。あの背後に回り込んだ小艦隊の司令官が本当に切れる漢おとこなら、これにどう対応するか、見ものだぞ」




「敵艦隊の一部が、味方のさらに後方に回り込みます！」

　副官ゾッドの報告に、

「なんと！」

　と、ル・バラバ・ドムは目を見張った。

「こちらの包囲の裏を搔かいて、さらに二重に包囲するとは……。どうやら地球人にも、少しは物を考える奴やつがいるようだな」

「どうします。このままでは我々は、まるっきりの捨て石にされてしまいますが……」

「では捨て石に徹てつするまでだ」

　と、ドムは悠ゆう然ぜんとして言った。

「貴様らの命、しばし預るぞ」

「もとよりその覚悟です」

　ゾッドも笑って、

「やっと戦争らしくなってきましたなあ……。艦長も艦長らしくなられて、なにより結構です」

「いつまでも塞ふさいでいては、サリアに済すまない」

　と、ドムは言った。

「それに俺は、こんなつまらぬ戦いで死ぬ訳にもいかんのだ。より大きな、忠誠を尽くすべき目標が、見つかったのでな」

　吹っ切れたと言うよりも、新たな命を吹き込まれたというほうが近い、ドムの表情であった。

「それでこそ、艦長です」

　ゾッドは言った。

「で、どうします。すっかり包囲されてしまいましたが……」

「今はな」

　と、ドムは余よ裕ゆうで答えた。

「だが要は、最さい期ごの局面で我々が敵を包囲していればいいのだろう。敵の流れに逆らわず、艦を進めろ。コースを変えれば敵の餌え食じきだ」

　いまやドムの率ひきいる艦隊が、敵味方の扇おうぎの要かなめであった。この戦いのすべてが、ドムを中心に動いている。敵と味方は複雑に絡からみ合い、搔かき混まぜたコーヒーに垂らしたミルクが渦うずを巻くように、白と黒の螺旋スパイラルを描きつつある。

「根こん比くらべだな」

　と、アンダーソン提てい督とくはその渦を見ながら言った。

「我慢できずに、この渦を先に乱したほうが負ける」

「それにしてもあの渦の中央にいる敵の艦長は、只ただ者ものではありませんな」

　副官が感心したように呟つぶやく。

「自分などには到底真ま似ねができません。たいした度胸です」

「そうだね」

　アンダーソン提督が、白はく髯ぜんの奥で微かすかに微ほほ笑えんだ。

「あの指揮官はおそらく、相当に切れる漢おとこか、さもなくば相当に切れている漢だな」

　敵味方の渦は、ドム艦隊を中心に、どんどんその大きさを増していった。周辺に位置する敵味方が、否応なく巻き込まれているのだ。

「限界だぞ。この大きさは──」

　アンダーソン長官が唸うなった。

「機が熟してしまう」

「手詰まりの、千せん日にち手てですか……」

「ああ」

「南翼艦隊が、動きます！」

　オペレーターが報告した。仰ぎよう天てんに近い。

「敵味方の渦の中央に向けて、突入します！」

「そうか」

　と、アンダーソン提督は静かに言った。

「ミフネ君は、あの渦の中心めがけ、突っ込むか。いかにも彼らしい……」

「我々は？」

「動くとしても、最後だな」

　と、アンダーソン。

「最後の鍵かぎを握るのは、我々でありたいものだ」




　渦が不意に乱れた。

　それまで敵の流れに合わせて、大きく円運動をしていたラアルゴン艦隊の一部が、ついに我慢しきれなくなったのだ。

　それはあの、ワングによって送り込まれた刺し客かく、ドロワン・ザンゲの艦隊であった。

「こんなくだらんワルツを、いつまで踊っていられるか！」

　と、叫びながら彼は、輪の外へ飛び出した。

「それより乱戦に乗じて、ドムの奴を片付けるほうが先だ」

　だが彼は、それを焦あせるあまり、敵味方の流れを、見てはいなかった。

「飛び出したのは誰だ？」

　ロナワー提てい督とくが旗き艦かん『ドローメ』のブリッジで尋ねる。

「ザンゲ提督の艦隊です」

「愚おろか者め！」

　ロナワーは罵ば倒とうした。

「これで味方は、敗れたわ。せっかくドムがやってくれたものを、我慢が足りなかった。ザンゲの奴も、これまでだな……」

　流れを乱したものに、たちまち天てん罰ばつが下った。

「前方にドム艦隊を捕ほ捉そくしました！」

「よし！」

　ザンゲは叫んだ。

「主しゆ砲ほうの斉せい射しやを浴びせろ。なに、この敵味方入り乱れての乱戦だ。わかりはしない」

　だがザンゲには、大局の流れが、見えてはいなかった。

　彼の艦隊は、渦うずを巻く敵艦隊の前方に、飛び出してしまったのだ。これこそまさに、恰かつ好こうの目標であった。

「撃うて──」

　とザンゲが命令するよりも早く、

「撃て！」

　と、惑わく星せい連合艦隊の司令官が命じた。無数のフェーザービームが、ザンゲ艦隊を串くし刺ざしにした。

「げえっ！」

　一いつ瞬しゆん何が起こったのかも理解できぬまま、ザンゲは彼の戦艦とともに、プラズマと化した。

「ザンゲ艦隊が、全ぜん滅めつしました！」

「馬ば鹿かめ！」

　部下の報告に、ドムは嘲あざ笑わらう。

「おおかた俺の命を狙ねらっていたのだろうが、先刻承知よ。こちらが先に仕掛けた罠わなにも気づかんとは、刺し客かくが聞いて呆あきれる」

　見事に味方の中の敵を返り討ちにしてしまった、ドムであった。

「しかし当面の問題は、今この乱戦をどうやって乗り切るかということですぞ」

　ゾッドが言った。

「ザンゲの奴が渦を乱してくれたおかげで、収しゆう拾しゆうがつきません」

「安心しろ」

　と、ドムは言った。

「今度は敵の力を、利用させてもらう」

「敵を？」

　ゾッドは目を丸くした。

「どうやって？」

「あれを見ろ」

　と、ドムが示したのは、渦うずの中心に向けて遮しや二に無む二に突進して来る、ミフネ提てい督とく率ひきいる南翼艦隊であった。

「あの艦隊は渦の中心に一撃をかけて、そのまま渦を突っ切って、反対側に抜ける気だ。あの勢いを、拝はい借しやくさせてもらおう」

「なるほど！」

　ゾッドは一いつ瞬しゆんにして、すべてを了りよう解かいした。

「あの敵艦隊にコバンザメのように貼はり付いて、戦場を抜けるわけですな。いい作戦です」

「そういうことだ」

　ドムは不敵に嗤わらった。

「突っ込め！」

　ミフネ提督は、旗き艦かん『肥ひ前ぜん』のブリッジで愛刀村正を抜き放ち、悪あつ鬼きの形ぎよう相そうで仁王立ち。

「逃げるような臆おく病びよう者ものは、敵に討たれる前にワシが斬きる！」

　突進の勢いでいいように敵を蹂じゆう躙りんし、戦場の中央を突破し、勢いを殺さぬまま、渦の反対側へ一気に駆かけ抜けるミフネ艦隊であった。

　だが、そのミフネ艦隊に逆らわず、へばりつくようにして離り脱だつした、一隻の巡じゆん洋よう艦かんがあった。言うまでもなく、ル・バラバ・ドムの乗る『ザグーン』である。

「反転！」

　ミフネ提督は命じた。

「もう一度突っ込むぞ！」

　ミフネ艦隊の反転と同時に、そのまま安全な宙域に離脱する『ザグーン』。

「敵巡洋艦一隻、逃げます」

　ミフネ艦隊のオペレーターが叫んだ。

「追いますか？」

「捨ておけ」

　ミフネ中将は逃げゆく巡洋艦の一隻など、眼中になかった。

「今は目の前の、敵艦隊を叩たたく！」

　再び怒ど濤とうの勢いで、ミフネ艦隊は戦いの渦か中ちゆうに、飛び込んでいった。




「離脱に成功しました」

　ゾッドが冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、報告する。

「あの乱戦から、噓うそのようですなあ……」

「まあな」

　と、ル・バラバ・ドム。

「どうやらアードラの闘とう神しんは、俺に大きな仕事をさせてくれるらしい……」

「これからどうします。味方はかなり、苦戦していますが」

「少し日ひ和より見みを、させてもらう」

　と、ドムは言った。

「今回ばかりは、さすがの俺も少々疲れた。それに『ザグーン』も傷ついている。とりあえず安全な場所まで退たい避ひしたら、艦の応急修理だ」

「そうですな。実際、よく生きていたと……。これもサリア様が、お護りくださったのでしょうかな？」

「さあな」

　と、ドムは寂さびしそうに笑った。

「だとしたらこの程度のことのために、わざわざサリアが死んだなどとは、俺は思いたくはないぞ。この程度なら、俺が死んだほうが、よほどよかった……」

　ル・バラバ・ドムは生しよう涯がい、サリアを忘れることはできなかった。




「あの艦長、まんまと逃げましたな」

　副官の声に、

「ああ……」

　と、アンダーソン提てい督とくは頷うなずく。

「たいした奴だ。仕掛けるだけ仕掛けて、自分はまんまと、逃げおおせたわい」

「祝電でも打ちましょうか」

「ははは……」

　アンダーソンは笑って、

「よせよせ。あの距離では届とどきもすまい。また逢あうこともあろう。あの艦首に描かれていた赤いライオンのエンブレムは、忘れもしまいよ」

「でしょうな」

「それより見ろ」

　と、どうやら帰き趨すうの決した、乱戦の渦うずを見る。

「珍しいこともあるものだ。我々の艦隊が、とにもかくにも戦術的勝利を手中にしつつある」

「本当に、珍しいですな」

「我々の犠ぎ牲せいも大きかったが、敵の損害は我々を上回った。地球侵しん攻こうも断念せざるを得まい。地球はどうやら、救われたぞ。今回だけはな──」

「はい」

　副官は頷うなずく。

「の、ようですね」

「では、我々も行こうか。この勝利を、より決定的なものとし、敵の再侵攻を、少しでも延ばさねばなるまい」

「はい」

　副官は、笑顔で頷うなずいた。

「御ご一いつ緒しよできて、光栄に存じます、閣かつ下か」

「まだまだだよ。この戦いに生き残ってからにしよう。どうれ、突撃じゃ」

「はっ！」

　最後まで動かなかった北翼艦隊が、動き始めた。

　こうして、さしも先帝の復ふく讐しゆうに燃えるラアルゴンの大艦隊も、屈くつ辱じよくの撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされることとなったのである。

　しかし、この敗北の中でもル・バラバ・ドムは、独ひとり勝った。














第八章　輝ける栄光









「今こ度たびの戦いくさにおける働きの、誠に目め覚ざましきによりて、ル・バラバ・ドムに恩賞、剣一ひと口ふり、ならびに貴族の称号を皇帝陛下より賜たまうものなり……」

　覚書を読み上げる、宰さい相しようワングの表情も苦々しい。

「なお、領地として惑わく星せいボルスの、コロワン大陸をもって封じる。コロワン侯こうル・バラバ・ドム、前へ──」

「はい」

　若き獅し子しドムは、うわべだけは恭うやうやしく、ワングに礼をした。

「これを──」

　恩賞の目録を差し出すのを、

「確かに──」

　ドムは拝して受け取りながら、ワングに対し、

「返していただきましたぞ、宰相閣かつ下か」

　と、小声で囁ささやくように言った。

「これはもともと、父のもの」

「よかろう」

　ワングもさすがに動揺はしない。陰険なりに微笑ほほえみつつ、

「よく生きて還かえったものよな。ル・バラバ・ドム。悪運の強さだけは褒ほめてつかわす」

　と微笑んだ。

「宰相閣下にそうおっしゃっていただけるなら、私めの悪運も本物でしょう」

　ドムは微笑んで、ワングの前を辞した。

『目め障ざわりな』

　と、ワングは嗤わらっていた。

『目障りで小こ癪しやくだがしかし、敵ながら天あつ晴ぱれな若造だ。正々堂々、嵌はめてやる』

　と──、

「よかったですなあ、艦長」

　副官ゾッドが、こちらは心からの笑顔で、ドムを迎えた。

「『ザグーン』の乗組員は、一人残らず、艦長の御お手て柄がらを、喜んでますよ」

「俺一人の、手柄ではない」

　と、謙けん遜そんでなく、ドムは言った。

「これは皆で勝ち得た、手柄なのだ」

「それを聞けば、皆喜びましょう」

「それにな、ゾッド、俺の野望が、これしきで終わると思うなよ。これはほんの、出発点に過ぎんのだ」

「わかってますよ」

　ゾッドはウインクした。

「ドム艦長はいずれ、銀河を手中に収めるお方です」

「だといいがな……」

　ドムは笑って、

「今の俺には、敵はいない」

　とも言った。

「俺と正面きって張り合えるくらいの、強敵が欲しい。これは贅ぜい沢たくかな、ゾッド？」

「さあね」

　と、ゾッドは肩をすくめた。

「しかし、ドム艦長の好敵手ともなると、並の神経では務まりますまい。よほどの豪ごう傑けつか、さもなくばよほどの馬ば鹿かでなければ……」

「そんな漢おとこはやはり銀河には、それも地球などにはいそうもないな……」

　と、ドムは微かすかな失意の色を見せた。

「まあよい、これからも俺について来てくれ、ゾッド」

「喜んで」

　と、ゾッドは言った。

「ドム様の行くところなら、どこなりと──」

「それがな」

　と、済すまなそうに、ドムは言った。

「これからまず、俺が行く所には、あまりついて来て欲しくはないのだ。済まんがな」

「ああ、そういうことでしたか……」

　ゾッドは瞬しゆん時じにして、すべてを了りよう解かいした。

「墓はか参まいりなら、どうかごゆるりと」

「済まん」

　ドムは笑顔で詫わびた。




「そうかい。親父が死ぬ間ま際ぎわに、そんなことをねえ……」

　真新しい墓ぼ標ひようの前で、グロム・ハスの娘シアは、副官のロダン・グルグの話に頷うなずいた。

「顔を会わせれば物も言わずに殴なぐりつけるような大酒飲みの親父だったけど、ちゃんとあたいのことを、それなりに心配してはくれていたんだ……」

　じゅるっと、鼻水を啜すすりながら、シア・ハスは言った。

「へい、お嬢。それは立派な、御ご最さい期ごで……」

「わかったよ、グルグ」

　と、シアは決意も新たに、墓ぼ前ぜんに手を合わせた。

「あたいは親父の跡あと目めを継いで、立派な駆く逐ちく艦かん乗りになってみせるよ。見ててくれよな、親父……」

「お嬢、よくぞ言ってくれやした」

　グルグも感かん涙るいに咽むせぶ。

「それでこそ、死んだ先代も、浮かばれやしょう」

「涙は要いらないよ」

　と、小娘ながら気き丈じようなシアは言った。

「あたいは今日から、黒雲ハス一家の、姐あね御ごなんだ。おまえらを食わしていかないとね。花はな婿むこ捜さがしは、それからでも遅くないよ」

　そう言って、ハスは片かた肌はだ脱いだ。そこには立派な、紅べに蜘ぐ蛛もの刺青いれずみが──。

「なかなかいないけど、そのうちにいい男は見つけるから、親父、草葉の陰で安心して見ていてくんな」

「おや──」

　と、グルグが声を上げた。

「どうしたんだい？」

「ドム艦長ですよ」

「あれが──」

　シアは遠くの墓前に佇たたずむ、ル・バラバ・ドムを見た。そちらの墓ぼ標ひようも、際きわ立だって新しい。

「こんなところへお一人で墓はか参まいりとは……。きっとサリア様に御報告に参られたのでしょうな」

「あら、いい男……」

　と、シアは一いつ瞬しゆん、食しよく指しを動かしたが、

「でもあたいとじゃ、少々歳が離れ過ぎかもね」

　と、実みも蓋ふたもないことを言った。

「あたいのダーリンは、もっと若くて、出世間ま違ちがいなしじゃなきゃあ……」

「その高望みが心配の種と、先代も生前、言っておりやした……」

　グルグは小声で言った。

「黒雲ハス一家の前ぜん途とは、多難ですな」

「何か言ったかい？」

「いえ、何でも……」

　グルグは咳せき払ばらいした。

「ここはお声をかけずに、そっと立ち去るのがよろしいでしょうな」

「そうだね」

　ハスも頷うなずいた。

「そんじゃな、親父。次はいつ来るか、わかんないけどさ……」

　出来れば理想の彼氏と来たいと思う、シア・ハスであった。




「サリア、これが勲くん章しようだ」

　と、ル・バラバ・ドムは墓前に、その小さなメダルを捧ささげる。

「勲章も称号も、手に入れてしまえばつまらんものだな。あるいは銀河も、そうかも知れん。逆に、失ったものの、なんと大きいことよ。取り戻もどせるものなら、俺は、俺は……」

　と、墓前に跪ひざまずく。

「サリア……」

「艦長！」

　背後で呼ぶ声がする。

「えらいことになりました！」

「なんだ、ゾッドではないか」

　ドムは険けわしい顔で振り向いた。

「ここには来るなと、言っておいたはずだぞ」

「済みません。ですが、本当にえらいことに──」

「どうしたというのだ？　貴様ともあろう者が」

「再度の遠征に向かったプロキオンで、我が軍が地球人どもに、未み曾ぞ有うの大敗を喫したのです。かつてなかったほどに、完かん膚ぷなきまでに──」

「なに」

　ドムは眉まゆを怒らせた。

「それは本当か？」

「ええ、ガラハン提てい督とくの艦隊が、壊かい滅めつ状態です。しかも噂うわさでは、相手はたった一隻の老ろう朽きゆう駆逐艦とか……」

「なんだと？」

「まったく何から何まで、信じられません」

「俺もだよ」

　と、嬉うれしそうにドムは言った。

「こんなことがあろうとはな……」

「どうしたんです、艦長？」

　ゾッドは怪け訝げんそうに、ドムを見た。

「やけに嬉しそうじゃありませんか」

「そう見えるか」

　ドムは言った。笑っていた。

「どうやら天は、俺にまたとない好敵手を、恵んでくれるかも知れん」

「さあ、どうですかね……」

「とにかく、こうしてはおれぬ。ゾッド」

「はっ」

「俺はひとまず、宮廷に戻もどる。『ザグーン』をいつでも出港できる状態にして、待っていろ」

「そうこなくちゃ！」

　ゾッドは嬉しかった。ドムの目の輝きは、さっきまでの彼ではなかったからだ。

『きっとドム様はまた、気持ちよく戦争をさせてくれるに違いない』

「さらばだ、サリア」

　一瞬墓ぼ標ひようを振り向いて、あとは一目散に駆かけ去る、ル・バラバ・ドムであった。

「また来るからな」

　一瞬後、ドムの心はそこにはない。やはり彼は、根っからの闘争好きなのであった。燃えるものがあれば、振り向くことさえしない。

　さっきまでの晴天が、俄にわかにかき曇った。夕立が来る。

　雷鳴さえ、轟とどろき始めた。銀河が風雲急を告げているかのようであった。

　若わか獅じ子しは、駆ける。

　墓標に掛けられたままの勲章に、大粒の雨の滴しずくが、当たり始めた。





『緋あかき獅子』完　　
















ル・バラバ・ドムに捧ささぐ









　考えてみれば、ル・バラバ・ドムって思いっ切り、かわいそうな奴です。

　外伝で、ここまでキメておいて、後に続く本編の相手が、あのタイラーですからね。さぞや調子が狂ったことでしょう……などと想像しつつ、この外伝を読むと楽しいかも知れない。まあ、当の本人にしてみれば、たまったものではないでしょうね。タイラーには負け続け、心より敬愛する陛下はイサムごときに取られちゃうし……。健けな気げに頑がん張ばる者がこれほど報むくわれない世界というのも、珍しいんじゃないだろうかと、自分で書いておいて言う奴──。

　彼を狙ねらった暗殺者バラゴムにしたって、この物語ではそれなりに渋いけど、この後彼を襲おそった末路はあまりにも──書いていて気の毒になってしまった。

『宇宙一の無責任男』の宇宙って、あんまり真ま面じ目めなキャラクターには向いていない世界かも知れないと、執しつ筆ぴつしながら思ってしまいました。ま、敵味方のギャップがこれだけ大きいと、本編と続けて読めば衝しよう撃げきも大きいわけで、こちらの狙いは、いちおう達成されている訳ですが、それにしてもドム君には、あまりにも気の毒な内容になってしまった。彼って果たして、この後に続く本編の物語で、救われているんでしょうか？

　それはさておき、本編で救われなかった人たちへの作者の救きゆう済さいの手は、これからも差し延べられ続けることでしょう。ヤマモトや、ミフネ一家の人々や、フジ参さん謀ぼう総長や、その他の多くの、真面目であるが故に報われることの少なかった人々──言わば『タイラー被ひ害がい者しや同どう盟めい』の、会員さんたち──の物語は、これからも続きます。でも、そうすることによって、彼らが救われるとは限らず、中にはよけいにかわいそうになってしまう人たちも、当然出て来るとは予想されますが、あとはあなたの〝愛〟で、その気の毒な方々を救ってあげてくださいね。

　まったく身勝手な、作者のお願いでした。




　それからお節介ながら、ドムの声は、カセット文庫で彼を演じられた、堀内賢けん雄ゆうさんの声を想像して読まれると、また感かん慨がいもひとしおかと思われます（なにしろ作者が、堀内さんの声を想像して、書いている）。あの声は実際、作者自身の強い要望によって実現した、ハマリ役ですからね。もちろん、あなたの好きなキャストを思い浮かべて読んでいただいても、いっこうに構いませんが……。




　カセット文庫の第二弾（内容は、まだ内ない緒しよ）もこの本が出る頃には発売されるそうですし、ますます新しい展開が期待されるシリーズとなってきました。

　もしかしたら、まだ何かあるかも知れません。

　もしかして、この先かわいそうなドム君に、さらなる救いの手が差し延べられることも──。

　夢ではない！

　それを皆さんと一緒に、期待して待ちたいと思います。

　ではその日を、楽しみに！




　平成四年　春爛漫


作　者　　
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